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(57) 要約： 本開示 は、符号化効率 を向上 させ
る ことがで きるよ うにす る画像処理装置 お よ
び方法 に関す る。画像処理装置 は、符号化す
る画像 の、非正方形の、動 き予測 補償 の処
理 単 位 とす る部 分 領 域 で あ る動 きパ ー テ ィ
シ ヨンに対 して、既 に生成 され ている周辺の
動 きパーテ ィシ ョンの動 きべク トル を用 いて
動 きベ ク トル を生成す る、生成 した前記動 き
べク トル を復号側 に伝送す る必要がない予測
モー ドで動 き予測 補償 を行 う動 き予測 補
償部 と、前記動 き予測 補償部 による動 き予
測 補償 によ リ生成 され た予測画像 と、前記

画像 との差分情報 を符号化す る符号化部 とを備 える 本技術は、例 えば、画像処理装置 に適用すること
ができる。
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明 細 書

発 明 の 名 称 ：画 像 処 理 装 置 お よび 方 法

技 術 分 野

[0001 ] 本 開 示 は、 画 像 処 理 装 置 お よ び 方 法 に 関 し、 特 に、 符 号 化 効 率 を 向 上 さ せ

る こ とが で き る よ う に した 画 像 処 理 装 置 お よ び 方 法 に 関 す る。

背 景 技 術

[0002] 近 年 、 画 像 情 報 を デ ジ タル と して 取 り扱 い、 そ の 際 、 効 率 の 高 い情 報 の 伝

送 、 蓄 積 を 目的 と し、 画 像 情 報 特 有 の 冗 長 性 を利 用 して 、 離 散 コサ イ ン変 換

等 の 直 交 変 換 と動 き補 償 に よ り圧 縮 す る MPEG (Mov i ng P i cture Experts Grou

p ) な どの 方 式 に準 拠 した 装 置 が 、 放 送 局 な どの 情 報 配 信 、 及 び 一 般 家 庭 に お

け る情 報 受 信 の 双 方 に お い て 普 及 しつ つ あ る。

[0003] 特 に、 MPEG2 (ISO (Internat i ona l Organ i zat i o n for Standard i zat i on) /

IEC (Internat i ona L E Lect rotechn i c a L Comm i s s i on) 1381 8-2) は 、 ミ凡用 画

像 符 号 化 方 式 と して 定 義 さ れ て お り、 飛 び 越 し走 査 画 像 及 び 順 次 走 査 画 像 の

双 方 、 並 び に標 準 解 像 度 画 像 及 び 高 精 細 画 像 を網 羅 す る標 準 で 、 プ ロ フ ェ ツ

シ ョナ ル 用 途 及 び コ ン シ ュ 一 マ 用 途 の 広 範 な ア プ リケ 一 シ ョ ン に 現 在 広 く用

い られ て い る。 MPEG2圧 縮 方 式 を 用 い る こ と に よ り、 例 え ば 7 2 0 X 4 8 0 画

素 を持 つ標 準 解 像 度 の 飛 び 越 し走 査 画 像 で あ れ ば 4 ~ 8 M b p s 、 9 2 0

X 0 8 8 画 素 を持 つ 高 解 像 度 の 飛 び 越 し走 査 画 像 で あ れ ば 1 8 ~ 2 2 M b

p s の 符 号 量 （ビ ッ トレ 一 卜） を割 り当 て る こ とで 、 高 い 圧 縮 率 と良 好 な 画

質 の 実 現 が 可 能 で あ る。

[0004] MPEG2は 主 と して 放 送 用 に適 合 す る 高 画 質 符 号 化 を対 象 と して い た が 、 MPEG

1よ り低 い 符 号 量 （ビ ッ トレ 一 卜） 、 つ ま りよ り高 い 圧 縮 率 の 符 号 化 方 式 に は

対 応 して い な か った 。 携 帯 端 末 の 普 及 に よ り、 今 後 そ の よ うな 符 号 化 方 式 の

二 一 ズ は 高 ま る と思 わ れ 、 これ に対 応 して MPEG4符 号 化 方 式 の標 準 化 が 行 わ れ

た 。 画 像 符 号 化 方 式 に 関 して は、 1 9 9 8 年 1 2 月 に IS0/IEC 14496-2 と して

そ の 規 格 が 国 際 標 準 に承 認 さ れ た 。



[0005] 更 に、近年、 当初テ レビ会議 用の画像符号化 を 目的 と して、 H. 26L (ITU-T

(Internat i ona l Te Lecommun i cat i o n Un i o n Te Lecommun i cat i o n Standard i z a

t i o n Sector) Q6/1 6 VCEG ( V i deo Cod i ng Expert Group) ) とい う標準 の規

格化 が進 んでいる。 H. 26L はMPEG2やMPEG4とい った従来 の符号化方式 に比べ、

その符号化、復号化 によ り多 くの演算量 が要求 され るものの、 よ り高 い符号

化効率 が実現 され る ことが知 られている。 また、現在、 MPEG4の活動 の一環 と

して、 この H. 26L をベ ースに、 H. 26L ではサボ一 卜されない機 能 をも取 り入れ

、 よ り高 い符号化効率 を実現 す る標準化 が J o i n t Mode l o f Enhanced-Compres

s i o n V i deo Cod i ng と して行われてし、る。

[0006] 標準化 のスケジ ュール と しては、 2 0 0 3 年 3 月にはH. 264 及びMPEG-4 Par

t 10 (Advanced V i deo Cod i ng、以下AVC と記 す） とい う名 の元 に国際標準 と

な った。

[0007] ところで、従来 の よ うに、 マ クロプロックサ イズを 1 6 画素 X 1 6 画素 と

す るのは、次世代符号化方式の対象 とな るよ うな、 UHD ( ULt r a H i g h Def i n i t

i o n ；4 0 0 0 画素 X 2 0 0 0 画素） とい った大 きな画枠 に対 しては、最適 で

はない。 そ こで、非特許文献 1 な どにおいては、 マ クロプロックサ イズを、

6 4 X 6 4 画素、 3 2 画素 X 3 2 画素 とい った大 きさにす る ことが提案 され

ている。

[0008] すなわち、非特許文献 1 においては、 階層構造 を採用す る ことによ り、 1

6 X 1 6 画素 プロック以下 に関 しては、現在 のAVCにおけるマ クロプロックと

互換性 を保 ちなが ら、 そのスーパ 一セ ッ トと して、 よ り大 きな プロックが定

義 されている。

[0009] これ らの プロック （マ クロプロックや、 そのマ クロプロックを複数 の領域

に分割 したサ ブマ クロプロック） は、動 き予測 補償処理 の単位 であ る動 き

パ ーテ ィシ ョンと して利用 され る。

[001 0 ] ところで、 AVC符号化方式 においては、 スキ ップモー ドや ダイ レク 卜モー ド

が用意 されている。 このスキ ップモー ド及び ダイ レク 卜モー ドは、動 きべ ク

トル情報 を伝送 す る必要 がな く、特 に、 よ り大 きな領域 に適用 され る ことで



、符号化効率の向上に寄与する。

先行技術文献

非特許文献

[00 11] 非特昌午文南犬1 ：Pe i song Chenn, Yan Ye, Ma r t a Ka r czew i cz, V i deo Cod i ng Us i

ng Ex t ended B Lock S i zes" , C0M 16-C 123-E, Qua Lcomm I nc, 2009 年 1月，

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[00 12 ] しか しながら、非特許文献 1 において提案されている手法においては、動

きパーティションとされるプロックの内、正方形のプロックについてのみ し

か、スキップモー ド及びダイレク 卜モー ドが適用されないため、符号化効率

が向上 しない恐れがあった。

[00 13 ] 本開示は、このような状況に鑑みてなされたものであり、長方形のプロッ

クについても、スキップモ一 ド及びダイレク トモ一 ドを適用することができ

るようにし、符号化効率を向上させることができるようにすることを目的と

する。

課題を解決するための手段

[00 14 ] 本開示の一側面は、符号化する画像の、非正方形の、動き予測 補償の処

理単位とする部分領域である動きパーティションに対 して、既に生成されて

いる周辺の動きパ一ティションの動きべク トルを用いて動きべク トルを生成

する、生成 した前記動きべク トルを復号側に伝送する必要がない予測モー ド

で動き予測 補償を行う動き予測 補償部と、前記動き予測 補償部による

動き予測 補償により生成された予測画像と、前記画像との差分情報を符号

化する符号化部とを備える画像処理装置である。

[00 15 ] 前記動き予測 補償部が前記非正方形の動きパーティションに対 して動き

予測 補償を行う場合、前記予測モー ドで動き予測 補償を行ったか否かを

示すフラグ情報を生成するフラグ生成部をさらに備えることができる。

[00 16 ] 前記フラグ生成部は、前記動き予測 補償部が前記非正方形の動きパーテ



ィシヨンに対 して前記予測モ一 ドで動き予測 補償を行う場合、前記フラグ

情報の値を 1 とし、前記予測モー ド以外のモー ドで動き予測 補償を行う場

合、前記フラグ情報値を0 とすることができる。

[001 7] 前記符号化部は、前記フラグ生成部により生成された前記フラグ情報を、

前記差分情報とともに符号化することができる。

[001 8] 前記動きパーティションは、所定のサイズより大きな、前記画像の符号化

処理単位とする部分領域であるマクロプロックを複数に分割する非正方形の

サブマクロプロックであるようにすることができる。

[001 9] 前記所定のサイズは 1 6 X 1 6 画素であるようにすることができる。

[0020] 前記サブマクロプロックは、長方形であるようにすることができる。

[0021 ] 前記サブマクロプロックは、前記マクロプロックを 2 分割する領域である

ようにすることができる。

[0022] 前記サブマクロプロックは、前記マクロプロックを非対称に 2 分割する領

域であるようにすることができる。

[0023] 前記サブマクロプロックは、前記マクロプロックを斜め方向に 2 分割する

領域であるようにすることができる。

[0024] 本開示の一側面は、また、画像処理装置の画像処理方法であって、動き予

測 補償部が、符号化する画像の、非正方形の、動き予測 補償の処理単位

とする部分領域である動きパーティションに対 して、既に生成されている周

辺の動きパ一ティションの動きべク トルを用いて動きべク トルを生成 し、生

成 した動きべク トルを復号側に伝送する必要がない予測モー ドで動き予測

補償を行い、符号化部が、前記動き予測 補償により生成された予測画像と

、前記画像との差分情報を符号化する画像処理方法である。

[0025] 本開示の他の側面は、符号化する画像の、非正方形の、動き予測 ' 補償の

処理単位とする部分領域である動きパーティションに対 して、既に生成され

ている周辺の動きパーティションの動きべク トルを用いて動きべク トルを生

成する、生成 した前記動きべク トルを復号側に伝送する必要がない予測モー

ドで動き予測 ' 補償が行われ、生成された予測画像と、前記画像との差分情



報が符号化されたコ一 ドス 卜リ一厶を復号する復号部と、前記非正方形の動

きパーティションに対 して、前記予測モ一 ドで動き予測 補償を行い、前記

復号部により前記コ一 ドス 卜リームが復号されて得られた前記周辺の動きパ

—テイシヨンの動きべクトル情報を用いて前記動きべクトルを生成 し、前記

予測画像を生成する動き予測 補償部と、前記復号部により前記コ一 ドス 卜

リームが復号されて得られた差分情報と、前記動き予測 補償部により生成

された前記予測画像を加算 して復号画像を生成する生成部とを備える画像処

理装置である。

[0026] 前記動き予測 補償部は、前記復号部により復号された、前記予測モー ド

で動き予測 補償が行われたか否かを示すフラグ情報により、前記非正方形

の動きパーティションが前記予測モ一 ドで動き予測 補償されていることが

示されている場合、前記非正方形の動きパーティションを、前記予測モ一 ド

で動き予測 補償することができる。

[0027] 前記動きパーティションは、所定のサイズより大きな、前記画像の符号化

処理単位とする部分領域であるマクロプロックを複数に分割する非正方形の

サブマクロプロックであるようにすることができる。

[0028] 前記所定のサイズは 1 6 X 1 6 画素であるようにすることができる。

[0029] 前記サブマクロプロックは、長方形であるようにすることができる。

[0030] 前記サブマクロプロックは、前記マクロプロックを 2 分割する領域である

ようにすることができる。

[0031 ] 前記サブマク口プロックは、前記マク口プロックを非対称に 2 分割する領

域であるようにすることができる。

[0032] 前記サブマクロプロックは、前記マクロプロックを斜め方向に 2 分割する

領域であるようにすることができる。

[0033] 本開示の他の側面は、また、画像処理装置の画像処理方法であって、復号

部が、符号化する画像の、非正方形の、動き予測 補償の処理単位とする部

分領域である動きパーティションに対 して、既に生成されている周辺の動き

パ一ティションの動きべクトルを用いて動きべクトルを生成する、生成 した



前記動きべクトルを復号側に伝送する必要がない予測モー ドで動き予測 補

償が行われ、生成された予測画像と、前記画像との差分情報が符号化された

コードストリームを復号し、動き予測 補償部が、前記非正方形の動きパー

テイシヨンに対して、前記予測モ一ドで動き予測 補償を行い、前記コ一ド

ス卜リームが復号されて得られた前記周辺の動きパーティションの動きべク

トル情報を用いて前記動きベクトルを生成し、前記予測画像を生成し、生成

部が、前記コ一 ドストリ一厶が復号されて得られた差分情報と、生成された

前記予測画像を加算して復号画像を生成する画像処理方法である。

[0034] 本開示の一側面においては、符号化する画像の、非正方形の、動き予測 -

補償の処理単位とする部分領域である動きパーティションに対して、既に生

成されている周辺の動きパーティションの動きべクトルを用いて動きべク卜

ルが生成され、生成された動きべクトルを復号側に伝送する必要がない予測

モードで動き予測 補償が行われ、動き予測 補償により生成された予測画

像と、画像との差分情報が符号化される。

[0035] 本開示の他の側面においては、符号化する画像の、非正方形の、動き予測

補償の処理単位とする部分領域である動きパーティションに対して、既に

生成されている周辺の動きパーティションの動きべクトルを用いて動きべク

トルを生成する、生成した動きべクトルを復号側に伝送する必要がない予測

モードで動き予測 補償が行われ、生成された予測画像と、画像との差分情

報が符号化されたコ一 ドス卜リ一厶が復号され、非正方形の動きパーティシ

ヨンに対して、予測モードで動き予測 補償が行われ、コードストリームが

復号されて得られた周辺の動きパーティションの動きべクトル情報を用いて

動きべク卜ルが生成され、予測画像が生成され、コ一ドストリ一厶が復号さ

れて得られた差分情報と、生成された予測画像が加算されて復号画像が生成

される。

発明の効果
[0036] 本開示によれば、画像を処理することができる。特に、符号化効率を向上

させることができる。



図面の簡単な説明

[ 図 1 ] 小数点画素精度の動 き予測 補償処理の例 を示す図である。

[ 図 2 ] マクロプロックの例 を示す図である。

[ 図 3 ] メデ ィアン才ペ レ一シ ョンの様子の例 を説明する図である。

[ 図4 ] マル チ参照 フ レー ム の例 を説明する図である。

[ 図 5 ] テ ンポラル ダイ レク トモ一 ドの様子の例 を説明する図である。

[ 図 6 ] マクロプロックの他の例 を示す図である。

[ 図 7 ] 画像符号化装置の主な構成例 を示すプロック図である。

[ 図 8 ] 動 き予測 補償部の詳細な構成例 を示すプロック図である。

[ 図 9 ] コス ト関数算出部の詳細な構成例 を示すプロック図である。

[ 図 10 ] 長方形 スキ ップ ダイ レク 卜符号化部の詳細な構成例 を示すプロック

図である。

[ 図 1 1 ] 符号化処理の流れの例 を説明するフローチヤ一 卜である。

[ 図 12 ] インタ一動 き予測処理の流れの例 を説明するフローチヤ一 卜である。

[ 図 13 ] 長方形 スキ ップ ダイ レク 卜動 きべ ク トル情報生成処理の流れの例 を

説明するフローチヤ一 卜である。

[ 図 14 ] 画像復号装置の主な構成例 を示すプロック図である。

[ 図 15 ] 動 き予測 補償部の詳細な構成例 を示すプロック図である。

[ 図 16 ] 長方形 スキ ップ ダイ レク 卜復号部の詳細な構成例 を示すプロック図

である。

[ 図 17 ] 復号処理の流れの例 を説明するフローチヤ一 卜である。

[ 図 18 ] 予測処理の流れの例 を説明するフローチヤ一 卜である。

[ 図 19 ] ィンタ一予測処理の流れの例 を説明するフローチヤ一 卜である。

[ 図 20] 非特許文献 2 において提案 されている手法 を説明するための図である

[ 図 2 1 ] 非特許文献 3 において提案 されている手法 を説明するための図である

[ 図22] 非特許文献 4 において提案 されている手法 を説明するための図である



[ 図23] パーソナルコンピュータの主な構成例を示すプロック図である。

[ 図24] テ レビジ ョン受像機の主な構成例を示すプロック図である。

[ 図25] 携帯電話機の主な構成例を示すプロック図である。

[ 図26] ハ 一 ドデ ィスクレコーダの主な構成例を示すプロック図である。

[ 図27] カメラの主な構成例を示すプロック図である。

発明を実施するための形態

[0038] 以下、本技術を実施するための形態 （以下実施の形態 とする）について説

明する。なお、説明は以下の順序で行 う。

1 . 第 1 の実施の形態 （画像符号化装置）

2 . 第 2 の実施の形態 （画像復号装置）

3 . 第 3 の実施の形態 （パーソナルコンピュータ）

4 . 第 4 の実施の形態 （テ レビジ ョン受像機）

5 . 第 5 の実施の形態 （携帯電話機）

6 . 第 6 の実施の形態 （ハー ドデ ィスクレコーダ）

7 . 第 7 の実施の形態 （カメラ）

[0039] < 1 . 第 1 の実施の形態>

[ 少数画素精度の動 き予測 補償処理 ]

MPEG-2等の符号化方式においては、線形内揷処理により、 1 / 2 画素精度

の動 き予測 補償処理を行 っているが、AVC符号化方式においては、 これが、

6 タップのFIR フィルタを用いた 1 / 4 画素精度の動 き予測 補償処理を行 つ

ており、 これにより、符号化効率が向上 している。

[0040] 図 1 は、AVC符号化方式において規定されている、 1 / 4 画素精度の動 き予

測 補償処理の様子の例を説明する図である。図 1 において、各四角は、画

素を示 している。その内、 A はフレームメモ リ 1 1 2 に格納されている整数

精度画素の位置を示 し、 b , c , dは、 1 / 2 画素精度の位置を示 し、 e 1, e2, e3は

/ 4 画素精度の位置を示 している。

[0041 ] 以下においては、関数 i p 1 ( ) を以下の式 （1 ) のように定義する。



[0042] [ 数 1]

0;if(a<0)
Cl i 1(a) a;otherwise

ax_ pix ;i f(a >max_pix)

- - - ( )

[0043] 例 えば、入力画像が 8 ビッ ト精度である場合、式 （1 ) のmax_p i xの値 は 2

5 5 となる。

[0044] b及びdの位置における画素値は、 6 tap のFIR フィルタを用いて、以下の式

( 2 ) および式 （3 ) のように生成 される。

[0045] [ 数 2]

F = A 2- · A . +20 · Α0+20 · A 「 5 · A 2+ A 3

( 2 )

[ 数 3]

b, = cl i i((F+ I6)> >5)

• · ( 3 )

[0046] cの位置における画素値は、水平方向及び垂直方向に 6 tap のFIR フィルタを

適用 し、以下の式 （4 ) 乃至式 （6 ) のように生成 される。

[0047] [ 数4]

= D —2 - · i +20 · b0+20 - · b + b

( 4 )

も しくは、

[数 5]

F = d —2 - 5 · d.i +20 · 0+20 · d「 5 · d + d

( 5 )

[ 数 6]

c = clipl((F+5 12)> > 10)



• · ( 6 )

[0048] な お、 C p処理 は、水平方 向及び垂 直方 向の積和処理 の両方 を行 った後、

最後 に 1 度 のみ行われ る。

[0049] e 1~e3 は、 以下の式 （7 ) 乃至 式 （9 ) の よ うに、線形 内揷 によ り生成 さ

れ る。

[0050] [ 数 7]

e = (A+b + l)> > l

• · ( 7 )

[ 数 8]

e2 = (b+d+ l)> > l

• · ( 8 )

[ 数 9]

e = fb+c+ l ) > >

• · ( 9 )

[0051 ] [ 動 き予測 補償処理 ]

また、 MPEG-2においては、動 き予測 補償処理 の単位 は、 フ レーム動 き補

償 モー ドの場合 には 1 6 X 1 6 画素、 フ ィール ド動 き補償 モー ドの場合 には

第一 フ ィール ド、 第二 フ ィール ドのそれ ぞれ に対 し、 1 6 X 8 画素 を単位 と

して動 き予測 補償処理 が行 なわれ る。

[0052] これ に対 し、 AVCにおいては、 図 2 に示 され るよ うに、 1 6 X 1 6 画素 によ

り構成 され る 1 つのマ クロプロックを、 1 6 X 1 6 、 1 6 X 8 、 8 X 1 6 若

しくは 8 X 8 の いずれかのパ ーテ ィシ ョンに分割 し、 サ プマ クロプロック毎

に、互 いに独立 した動 きベ ク トル情報 を持 つ ことが可能 であ る。 更 に、 8 X

8 パ ーテ ィシ ョンに関 しては、 図 3 に示 され る とお り、 8 X 8 、 8 X 4 、 4

X 8 、 4 X 4 の いずれかのサ ブマ クロプロックに分割 し、 それ ぞれ独立 した

動 きべ ク トル情報 を持 つ ことが可能 であ る。



[0053] しか しながら、AVC画像符号化方式において、MPEG-2の場合と同様に、かか

るような動き予測 補償処理が行なわれるようにすると、膨大な動きべク 卜

ル情報が生成されて しまう恐れがあった。そ して、その生成された動きべク

トル情報をこのまま符号化することは、符号化効率の低下を招 く恐れがあつ

た。

[0054] かかる問題を解決する手法として、AVC画像符号化においては、以下のよう

な手法により、動きべク トルの符号化情報の低減が実現されている。

[0055] 図 3 に示される各直線は、動き補償プロックの境界を示 している。また、

図 3 において、 E はこれから符号化されようとしている当該動き補償プロッ

クを示 し、 A 乃至 D は、それぞれ、既に符号化済の、 E に隣接する動き補償

プロックを示す。

[0056] 今、 X = A ， B ，C ， D ， E として、 X に対する動きベク トル情報を、mv x

とする。

[0057] まず、動き補償プロックA ， B 、および C に関する動きベク トル情報を用

し、、動き補償プロック E に対する予測動きベク トル情報 pmvEを、メディアン才

ペ レ一シヨンにより、以下の式 （1 0 ) のように生成する。

[0058] [ 数 10]

pmv = ed( v , v , mvc )

( 1 0 )

[0059] 動き補償プロックC に関する情報が、画枠の端である等の理由により "una

va i Lab Le" である場合、動き補償プロック D に関する情報で代用される。

[0060] 画像圧縮情報に、動き補償プロック E に対する動きべク トル情報 として符

号化されるデ一タmvdEは、 pmvEを用いて、以下の式 （1 1 ) のように生成され

る。

[0061 ] [ 数 11]

mvd = mvE- p vE



[0062] なお、実際の処理 は、動 きべ ク トル情報の水平方向および垂直方向のそれ

ぞれの成分 に対 して、独立 に処理が行なわれる。

[0063] また、 AVCにおいては、 Mu Lt i -Reference Frame ( マルチ （複数）参照 フ レ

—厶） という、MPEG-2や H. 263 等、従来の画像符号化方式では規定されていな

か った方式が規定されている。

[0064] 図 4 を用いて、 AVCにおいて規定されている、マルチ参照 フ レーム （Mu Lt i -

Reference Frame) を 兌明する。

[0065] すなわち、MPEG-2や H. 263 においては、 P ピクチャの場合、 フ レームメモ リ

に格納 された参照 フ レーム 1 枚のみを参照することによ り動 き予測 補償処

理が行われていたが、 AVCにおいては、図 4 に示 されるように、複数の参照 フ

レームがメモ リに格納 され、マクロプロック毎 に、異なるメモ リを参照する

ことが可能である。

[0066] ところで、 B ピクチャにおける動 きベ ク トル情報 における情報量は膨大で

あるが、 AVCにおいては、D i rect Mode ( ダイ レク 卜モー ド） と称 されるモ一

ドが用意 されている。

[0067] このダイ レク 卜モー ド （D i rect Mode) において、動 きベ ク トル情報 は、画

像圧縮情報 中には格納 されない。画像復号装置 においては、周辺 プロックの

動 きベ ク トル情報、若 しくは、参照 フ レームにおける処理対象 プロックと同

じ位置のプロックであるco- Located プロックの動 きべ ク トル情報か ら、 当該

プロックの動 きべ ク 卜ル情報が算出される。

[0068] ダイ レク 卜モー ド （D i rect Mode) には、 Spat i a L D i rect Mode (空 間ダイ

レク 卜モー ド） と、 Tempora l D i rect Mode (時間ダイ レク 卜モー ド）の 2 種

類が存在 し、 スライス毎 に切 り替えることが可能である。

[0069] 空間ダイ レク 卜モー ド （Spat i a L D i rect Mode) においては、以下の式 （1

2 ) に示 されるように、処理対象動 き補償 プロック E の動 きベ ク トル情報 mv E

が算出される。

[0070] mv E = pmvE ( 1 )

[0071 ] すなわち、Med i an ( メデ ィアン）予測 によ り生成 された動 きベ ク トル情報



が、当該プロックに適用される。

[0072] 以下においては、図 5 を用いて、時間ダイ レク 卜モー ド （Tempora l D i rect

Mode) を説明する。

[0073] 図 5 において、 L0参照 ピクチャにおける、当該プロックと同 じ空間上のァ

ドレスにあるプロックを、Co-Located プロックとし、Co-Located プロックに

おける動 きベク トル情報を、mv^ とする。 また、当該 ピクチャとL0参照 ピクチ

ャの時間軸上の距離をTDBとし、 L0参照 ピクチャとL 1参照 ピクチャの時間軸上

の距離をTDDとする。

[0074] この時、当該 ピクチャにおける、 L0の動 きベク トル情報mv L0及び L 1の動 きべ

ク トル情報mv L 1は、以下の式 （1 3 ) および式 （1 4 ) のように算出される。

[0075] [ 数 12 ]

( 1 3 )

[ 数 13 ]

mvレリ

( 1 4 )

[0076] なお、AVC画像圧縮情報においては、時間軸上の距離を表す情報 TDが存在 し

ないため、 POC ( P i cture Order Count) を用いて、上述 した式 （1 2 ) およ

び式 （1 3 ) の演算が行われるものとする。

[0077] また、AVC画像圧縮情報においては、ダイ レク 卜モー ド （D i rect Mode) は

、 16 X 16画素マクロプロック単位、若 しくは、 8 X 8画素プロック単位で定義

することが可能である。

[0078] [ 予測モー ドの選択 ]

ところで、AVC符号化方式において、より高い符号化効率を達成するには、

適切な予測モー ドの選択が重要である。



[0079] かかる選択方式の例 と して、 J M (Jo i n t Mode l ) と呼ばれ るH. 264/MPEG-4 A

VCの参照 ソフ 卜ウェア （http ：〃 i phome. hh i . de/suehr i ng/tm L/ i ndex. htm に

おいて公開されている） に実装 されている方法 を挙 げることが出来 る。

[0080] J Mにおいては、以下 に述べ る、 H i g h Comp lex i t y Mode と、 Low Comp lex i t y

Mode の 2 通 りのモー ド判定方法 を選択することがで きる。 どち らも、 それぞ

れの予測 モ一 ドに関するコス 卜関数値 を算 出 し、 これ を最小 にする予測 モ一

ドを当該サ ブマ クロプロック、 または、 当該マ クロプロックに対する最適 モ

- ドと して選択する。

[0081 ] H i g h Comp lex i t y Mode におけるコス ト関数 は、以下の式 （1 5 ) のように

示 され る。

[0082] Cost (ModeG ) = D + ス* R ( 5 )

[0083] ここで、 Ω は、 当該 プロック乃至マ クロプロックを符号化するための候補

モー ドの全体集合、 D は、 当該予測 モー ドで符号化 した場合の、復号画像 と

入力画像 の差分エネル ギーである。 スは、量子化パ ラメータの関数 と して与

え られ る Lagrange 未定乗数 である。 R は、 直交変換係数 を含んだ、 当該 モ一

ドで符号化 した場合の総符号量である。

[0084] つ ま り、 H i g h Comp lex i t y Mode での符号化 を行 うには、上記パ ラメータ D

及び R を算 出するため、全ての候補 モー ドによ り、一度、仮エ ンコー ド処理

を行 う必要があ り、 よ り高い演算量 を要する。

[0085] Low Comp lex i t y Mode におけるコス ト関数 は、以下の式 （1 6 ) のように示

され る。

[0086] Cost (ModeG ) = D + QP2Quant (QP) * HeaderB i t ( 6 )

[0087] ここで、 D は、 H i g h Comp lex i t y Mode の場合 と異 な り、予測画像 と入力画

像 の差分エネル ギー となる。 QP2Quant (QP) は、量子化パ ラメータQPの関数 と

して与 え られ、 HeaderB i t は、 直交変換係数 を含 まない、動 きベ ク トルや、 モ

- ドとい った、 Header に属する情報 に関する符号量である。

[0088] すなわち、 Low Comp lex i t y Mode においては、 それぞれの候補 モー ドに関 し

て、予測処理 を行 う必要があるが、復号画像 までは必要ないため、符号化処



理 まで行 う必要 はな い。 このため、 H i g h Comp lex i t y Mode よ り低 い演算量 で

の実現 が可能 であ る。

[0089] ところで、 マ ク ロプ ロ ックサ イズ を 1 6 画素 X 1 6 画素 とす るの は、 次世

代 符号化方 式 の対象 とな るよ うな、 UHD ( U Lt r a H i g h Def i n i t i o n ；4 0 0 0

画素 X 2 0 0 0 画素 ） とい った大 きな画枠 に対 して は、 最適 で はな い。 そ こ

で、非特 許 文献 1 な どにおいて は、 マ ク ロプ ロ ックサ イズ を、 図 6 に示 され

るよ うに、 6 4 X 6 4 画素、 3 2 画素 X 3 2 画素 とい った大 きさにす る こと

が提 案 され て い る。

[0090] すなわ ち、非特 許 文献 1 において は、 図 6 の よ うな、 階層構 造 を採 用 す る

ことによ り、 1 6 X 1 6 画素 プ ロ ック以 下 に関 して は、現在 のAVCにお けるマ

ク ロプ ロ ック と互換性 を保 ちなが ら、 その スーパ 一セ ッ トと して、 よ り大 き

な プ ロ ックが定義 され て い る。

[0091 ] と ころで、 また、 AVC符号化方 式 において は、 ダイ レク 卜モー ドと同様 に動

きべ ク トル情報 を送 る必要 がな いモ一 ドと して、 スキ ップモ一 ドが用意 され

て い る。 この スキ ップモー ド及び ダイ レク 卜モー ドは、 動 きベ ク トル情報 を

伝 送 す る必要 がな く、特 に、 よ り大 きな領 域 に適 用 され る ことで、 符号化効

率 の向上 に寄与 す る。

[0092] しか しなが ら、非特 許 文献 1 において提 案 され て い る手 法 において は、 動

きパ ーテ ィシ ョンとされ る プ ロ ックの 内、 正方形 の プ ロ ックにつ いてのみ し

か、 スキ ップモー ド及び ダイ レク 卜モー ドが適 用 され な いため、 符号化効率

が向上 しな い恐 れ があ った。

[0093] そ こで、 長方形 の プ ロ ックにつ いて も、 スキ ップモー ド及び ダイ レク トモ

- ドを適 用 す る ことがで きるよ うに し、 符号化効率 を向上 させ る ことがで き

るよ うにす る。

[0094] [ 画像 符号化装 置 ]

図 7 は、 画像 処理装 置 と しての画像 符号化装 置 の一実施 の形 態 の構成 を表

して い る。

[0095] 図 7 に示 され る画像 符号化装 置 1 0 0 は、例 えば、 H. 264 及び MPEG (Mov i n



g P i cture Experts Group) 4 Part 1 0 (AVC (Advanced V i deo Cod i ng) )

(以下に 264/AVC と称する）方式と同様に画像を符号化する符号化装置であ

る。ただ し、画像符号化装置 1 0 0 は、正方形プロックだけでな く長方形プ

ロックにおいても、スキップモー ド及びダイレク 卜モー ドを適用する。 この

ようにすることにより、画像符号化装置 1 0 0 は、符号化効率を向上させる

ことができる。

[0096] 図 7 の例において、画像符号化装置 1 0 0 は、A/D (Ana log / D i g i t a l ) 変

換部 1 0 1 、画面並べ替えバ ッフ ァ 1 0 2 、演算部 1 0 3 、直交変換部 1 0

4 、量子化部 1 0 5 、可逆符号化部 1 0 6 、および蓄積バ ッファ 1 0 7 を有

する。また、画像符号化装置 1 0 0 は、逆量子化部 1 0 8 、逆直交変換部 1

0 9 、演算部 1 1 0 、デプロックフ ィル タ 1 1 1 、 フ レーム メモ リ 1 1 2 、

選択部 1 1 3 、 イ ン トラ予測部 1 1 4 、動き予測 補償部 1 1 5 、選択部 1

6 、および レ一 卜制御部 1 1 7 を有する。

[0097] A/D変換部 1 0 1 は、入力された画像データをA/D変換 し、画面並べ替えバ

ッファ 1 0 2 に出力 し、記憶させる。

[0098] 画面並べ替えバ ッファ 1 0 2 は、記憶 した表示の順番のフレームの画像を

、 GOP (Group of P i cture) 構造に応 じて、符号化のためのフレームの順番に

並べ替える。画面並べ替えバ ッフ ァ 1 0 2 は、 フ レームの順番を並び替えた

画像を、演算部 1 0 3 に供給する。また、画面並べ替えバ ッファ 1 0 2 は、

フ レームの順番を並び替えた画像を、ィン トラ予測部 1 1 4 および動き予測

補償部 1 1 5 にも供給する。

[0099] 演算部 1 0 3 は、画面並べ替えバ ッファ 1 0 2 から読み出された画像から

、選択部 1 1 6 を介 してイ ン トラ予測部 1 1 4 若 しくは動き予測 補償部 1

1 5 から供給される予測画像を減算 し、その差分情報を直交変換部 1 0 4 に

出力する。

[01 00] 例えば、イ ン トラ符号化が行われる画像の場合、演算部 1 0 3 は、画面並

ベ替えバ ッファ 1 0 2 から読み出された画像から、イン トラ予測部 1 1 4 か

ら供給される予測画像を減算する。また、例えば、インタ一符号化が行われ



る画像 の場合、演算部 1 0 3 は、画面並べ替 えバ ッファ 1 0 2 か ら読み出さ

れた画像 か ら、動 き予測 補償部 1 1 5 か ら供給 され る予測画像 を減算する

[01 0 1 ] 直交変換部 1 0 4 は、演算部 1 0 3 か ら供給 され る差分情報 に対 して、離

散 コサ イ ン変換、 カル 一 ネ ン レー べ 変換等の直交変換 を施 し、 その変換係

数 を量子化部 1 0 5 に供給 する。

[01 02] 量子化部 1 0 5 は、 直交変換部 1 0 4 が出力する変換係数 を量子化する。

量子化部 1 0 5 は、 レ一 卜制御部 1 1 7 か ら供給 され る情報 に基づいて量子

化パ ラメ一タを設定 し、量子化 を行 う。量子化部 1 0 5 は、量子化 された変

換係数 を可逆符号化部 1 0 6 に供給 する。

[01 03] 可逆符号化部 1 0 6 は、 その量子化 された変換係数 に対 して、可変長符号

化、算術符号化等の可逆符号化 を施 す。

[01 04] 可逆符号化部 1 0 6 は、 イ ン トラ予測 を示す情報 な どをィ ン トラ予測部 1

4 か ら取得 し、 イ ンタ一予測 モ ー ドを示す情報や動 きべ ク トル情報 な どを

動 き予測 補償部 1 1 5 か ら取得 する。 なお、 イ ン トラ予測 （画面 内予測）

を示す情報 は、以下、 イ ン トラ予測 モ ー ド情報 とも称 する。 また、 イ ンタ一

予測 （画面間予測） を示す情報 モ ー ドを示す情報 は、以下、 イ ン タ 一 予測 モ

- ド情報 とも称 する。

[01 05] 可逆符号化部 1 0 6 は、量子化 された変換係数 を符号化するとともに、 フ

ィル タ係数、 イ ン トラ予測 モ ー ド情報、 イ ン タ 一 予測 モ ー ド情報、 および量

子化パ ラメータな どの各種情報 を、符号化データのヘ ッダ情報 の一部 とする

(多重化する）。可逆符号化部 1 0 6 は、符号化 して得 られた符号化データ

を蓄積バ ッファ 1 0 7 に供給 して蓄積 させ る。

[01 06] 例 えば、可逆符号化部 1 0 6 においては、可変長符号化 または算術符号化

等の可逆符号化処理 が行われ る。可変長符号化 と しては、 H. 264/AVC 方式で

定め られているCAVLC (Context-Adapt i v e Var i ab l e Length Cod i ng) な どが

あげ られ る。算術符号化 と しては、 CABAC (Context-Adapt i v e B i nary A i thm

e t i c Cod i ng) な どがあげ られ る。



[01 07] 蓄積バッファ 1 0 7 は、可逆符号化部 1 0 6 から供給された符号化データ

を、一時的に保持 し、所定のタイミングにおいて、H. 264/AVC方式で符号化

された符号化画像として、例えば、後段の図示せぬ記録装置や伝送路などに

出力する。

[01 08] また、量子化部 1 0 5 において量子化された変換係数は、逆量子化部 1 0

8 にも供給される。逆量子化部 1 0 8 は、その量子化された変換係数を、量

子化部 1 0 5 による量子化に対応する方法で逆量子化する。逆量子化部 1 0

8 は、得 られた変換係数を、逆直交変換部 1 0 9 に供給する。

[01 09] 逆直交変換部 1 0 9 は、供給された変換係数を、直交変換部 1 0 4 による

直交変換処理に対応する方法で逆直交変換する。逆直交変換された出力 （復

元された差分情報）は、演算部 1 1 0 に供給される。

[01 10] 演算部 1 1 0 は、逆直交変換部 1 0 9 より供給された逆直交変換結果、す

なわち、復元された差分情報に、選択部 1 1 6 を介 してイン トラ予測部 1 1

4 若 しくは動き予測 補償部 1 1 5 から供給される予測画像を加算 し、局部

的に復号された画像 （復号画像）を得る。

[01 11] 例えば、差分情報が、イン トラ符号化が行われる画像に対応する場合、演

算部 1 1 0 は、その差分情報にイン トラ予測部 1 1 4 から供給される予測画

像を加算する。また、例えば、差分情報が、インタ一符号化が行われる画像

に対応する場合、演算部 1 1 0 は、その差分情報に動き予測 補償部 1 1 5

から供給される予測画像を加算する。

[01 12] その加算結果は、デプロックフィルタ 1 1 1 またはフレームメモリ 1 1 2

に供給される。

[01 13] デプロックフィルタ 1 1 1 は、適宜デプロックフィルタ処理を行うことに

より復号画像のプロック歪を除去するとともに、例えばウイナーフィルタ （W

i ener F i Lter) を用いて適宜ループフィルタ処理を行うことにより画質改善

を行う。デプロックフィルタ 1 1 1 は、各画素をクラス分類 し、クラスごと

に適切なフィルタ処理を施す。デプロックフィルタ 1 1 1 は、そのフィルタ

処理結果をフ レームメモ リ 1 1 2 に供給する。



[01 14] フ レームメモ リ 1 1 2 は、所定のタイミングにおいて、蓄積 されている参

照画像 を、選択部 1 1 3 を介 してイン トラ予測部 1 1 4 または動 き予測 ' 補

償部 1 1 5 に出力する。

[01 15 ] 例 えば、 イン トラ符号化が行われる画像の場合、 フ レームメモ リ 1 1 2 は

、参照画像 を、選択部 1 1 3 を介 してイン トラ予測部 1 1 4 に供給する。 ま

た、例 えば、 インタ一符号化が行われる場合、 フ レームメモ リ 1 1 2 は、参

照画像 を、選択部 1 1 3 を介 して動 き予測 補償部 1 1 5 に供給する。

[01 16 ] 選択部 1 1 3 は、 フ レー ム メ モ リ 1 1 2 か ら供給 される参照画像がイ ン 卜

ラ符号化 を行 う画像である場合、 その参照画像 をイン トラ予測部 1 1 4 に供

給する。 また、選択部 1 1 3 は、 フ レー ム メ モ リ 1 1 2 か ら供給 される参照

画像がィンター符号化 を行 う画像である場合、 その参照画像 を動 き予測 補

償部 1 1 5 に供給する。

[01 17 ] イン トラ予測部 1 1 4 は、画面内の画素値 を用いて予測画像 を生成するィ

ン トラ予測 （画面内予測）を行 う。 イ ン トラ予測部 1 1 4 は、 複数のモ ー ド

( イ ン トラ予測モ一 ド）によ りイン トラ予測 を行 う。

[01 18 ] ィン トラ予測部 1 1 4 は、全てのィン トラ予測 モ 一 ドで予測画像 を生成 し

、各予測画像 を評価 し、最適なモ ー ドを選択する。 イ ン トラ予測部 1 1 4 は

、最適なィン トラ予測 モ 一 ドを選択すると、 その最適なモ 一 ドで生成 された

予測画像 を、選択部 1 1 6 を介 して演算部 1 0 3 や演算部 1 1 0 に供給する

[01 19 ] また、上述 したように、 イン トラ予測部 1 1 4 は、採用 したイン トラ予測

モ一 ドを示すィン トラ予測モ一 ド情報等の情報 を、適宜可逆符号化部 1 0 6

に供給する。

[01 20] 動 き予測 補償部 1 1 5 は、 インタ一符号化が行われる画像 について、画

面並べ替えバ ッファ 1 0 2 か ら供給 される入力画像 と、選択部 1 1 3 を介 し

てフ レームメモ リ 1 1 2 か ら供給 される参照画像 とを用いて、動 き予測 を行

し、、検 出された動 きベ ク トル に応 じて動 き補償処理 を行い、予測画像 （イン

ター予測画像情報）を生成する。



[01 2 1 ] 動き予測 補償部 1 1 5 は、候補となる全てのインタ一予測モー ドのイン

ター予測処理を行い、予測画像を生成する。その際、動き予測 補償部 1 1

5 は、例えば非特許文献 1 等において提案されている 1 6 X 1 6 画素よりも

大きな拡張マクロプロックにおいて、長方形のサブマクロプロックを動きパ

—ティションとする場合も、スキップモ一 ドゃダイレク トモ一 ドを適用する

。動き予測 補償部 1 1 5 は、このようなスキップモー ドやダイレク トモ一

ドも候補に含め、各モー ドのコス ト関数値を算出し、最適なモー ドを選択す

る。

[01 22] 動き予測 補償部 1 1 5 は、このように選択されたインタ一予測モー ドで

生成された予測画像を、選択部 1 1 6 を介 して演算部 1 0 3 や演算部 1 1 0

に供給する。

[01 23] また、動き予測 補償部 1 1 5 は、採用されたインタ一予測モー ドを示す

インタ一予測モー ド情報や、算出した動きべク トルを示す動きべク トル情報

を可逆符号化部 1 0 6 に供給する。

[01 24] なお、詳細については後述するが、動き予測 補償部 1 1 5 は、拡張マク

口プロックの長方形のサブマクロプロックを動きパーティションとする場合

、スキップモ一 ドゃダイレク トモ一 ドであるか否かを示すb Lock sk i p d i rect

f Lagというフラグを生成する。動き予測 補償部 1 1 5 は、このフラグも含

めてコス ト関数を算出する。なお、コス ト関数に基づいたモー ド選択の結果

、長方形プロックを動きパーティションとするモー ドが採用された場合、動

き予測 補償部 1 5 は、この 0 0ヒ5 ；1》_ 山 ほ は _れ3 9 を可逆符号化部 1 0

6 に供給 して符号化させ、復号側に伝送させる。

[01 25] 選択部 1 1 6 は、イン トラ符号化を行う画像の場合、イン トラ予測部 1 1

4 の出力を演算部 1 0 3 や演算部 1 1 0 に供給 し、インタ一符号化を行う画

像の場合、動き予測 補償部 1 1 5 の出力を演算部 1 0 3 や演算部 1 1 0 に

供給する。

[01 26] レ一 卜制御部 1 1 7 は、蓄積バッファ 1 0 7 に蓄積された圧縮画像に基づ

いて、オーバ一フローあるいはアンダーフローが発生 しないように、量子化



部 1 0 5 の量子化動作の レー トを制御する。

[01 27] [ 動 き予測 補償部 ]

図 8 は、図 7 の動 き予測 補償部 1 1 5 の詳細な構成例 を示すプロック図

である。

[01 28] 図 8 に示 されるように、動 き予測 補償部 1 1 5 は、 コス ト関数算出部 1

3 1 、動 き探索部 1 3 2 、正方形 スキ ップ ダイ レク 卜符号化部 1 3 3 、長

方形 スキ ップ ダイ レク 卜符号化部 1 3 4 、 モ ー ド判定部 1 3 5 、動 き補償

部 1 3 6 、 および動 きべ ク トルバ ッファ 1 3 7 を有する。

[01 29] コ ス ト関数算出部 1 3 は、 各 イ ンタ一 予測 モ ー ドにつ い て （全候補 モ 一

ドについて） コス ト関数 を算出する。 コス ト関数の算出方法は任意であるが

、例 えば、上述 したAVC符号化方式の場合 と同様 に行われるように してもよい

[01 30] 例 えば、 コス ト関数算出部 1 3 は、動 き探索部 1 3 2 が生成 した各モ一

ドにつ い て動 きべ ク トル 情報や予測画像情報 を取得 し、 コス ト関数 を算出す

る。動 き探索部 1 3 2 は、画面並べ替えバ ッファ 1 0 2 か ら取得 した入力画

像情報 と、 フ レー ム メ モ リ 1 1 2 か ら取得 した参照画像情報 とを用いて、各

候補 モ ー ド （各動 きパー テ ィシ ョンの各 イ ン トラ予測 モ ー ド） につ い て、 動

きべ ク 卜ル 情報 および予測画像情報 を生成する。

[01 3 1 ] 動 き探索部 1 3 2 は、 AVC符号化方式等 において規定される 1 6 X 1 6 画素

以下のマクロプロック （以下、通常マクロプロックと称する）だけでな く、

非特許文献 1 等 において提案 されている 1 6 X 1 6 画素 よ り大 きなサイズの

マクロプロック （以下、拡張マクロプロックと称する）についても動 きべ ク

トル情報 および予測画像情報 を生成する。ただ し、動 き探索部 1 3 2 は、 ス

キ ップモ一 ドとダイ レク トモ一 ドについては処理 しない。

[01 32] コ ス ト関数算出部 1 3 は、動 き探索部 1 3 2 か ら供給 された動 きべ ク 卜

ル 情報や予測画像情報 を用いて各候補 モ 一 ドの コス ト関数 を算出する。なお

、拡張マクロプロックの長方形のサ ブマクロプロックを動 きパーテ ィシ ョン

とするモー ドの場合、 コス ト関数算出部 1 3 は、 そのモー ドがスキ ップモ



- ドゃダイレク トモ一 ドであるか否かを示すフラグ情報であるb Lock sk i p d i

r ec t f Lag 生成 する。

[01 33] 上述 したように、動き探索部 1 3 2 がスキップモー ドとダイレク 卜モー ド

を処理 しない。つまり、この場合、コス ト関数算出部 1 3 1 は、b Lock_sk i p_

d i rect_f Lagの値を 0 にする。なお、コス ト関数算出部 1 3 1 は、このb Lock_

sk i p_d i rect_f Lagも含めてコス 卜関数を算出する。

[01 34] また、コス ト関数算出部 1 3 は、正方形スキップ ダイレク 卜符号化部

3 3 が生成 したスキップモ一 ドゃダイレク トモ一 ドについての動きべク 卜

ル情報である正方形スキップ ダイレク 卜動き情報を取得 し、コス ト関数を

算出する。

[01 35] 正方形スキップ ダイレク 卜符号化部 1 3 3 は、通常マクロプロック若 し

くはそのサブマクロプロック、または、拡張マクロプロック若 しくはそのサ

プマクロプロックの中の正方形のサプマクロプロックを動きパーティシヨン

とし （以下、正方形動きパーティションと称する）、スキップモー ドやダイ

レク トモ一 ドで動きべク トル情報を生成する。

[01 36] スキップモ一 ドゃダイレク トモ一 ドの場合、動きべク トルは、既に生成さ

れている周辺プロックの動きべク トルを用いて生成される。正方形スキップ

ダイレク 卜符号化部 1 3 3 は、必要な周辺プロックの動きべク トル情報を

動きベク トルバッファ 1 3 7 に要求 し、取得する。正方形スキップ ダィレ

ク 卜符号化部 1 3 3 は、このように生成 した正方形スキップ ダイレク 卜動

きべク トル情報をコス ト関数算出部 1 3 に供給する。

[01 37] さらに、コス ト関数算出部 1 3 1 は、長方形スキップ ダイレク 卜符号化

部 1 3 4 が生成 したスキップモ一 ドゃダイレク トモ一 ドについての動きべク

トル情報である長方形スキップ ダイレク 卜動き情報を取得 し、コス ト関数

を算出する。

[01 38] 長方形スキップ ダイレク ト符号化部 1 3 4 は、拡張マクロプロックのサ

プマクロプロックの中の長方形のサプマクロプロックを動きパーティシヨン

とし （以下、長方形動きパーティションと称する）、スキップモー ドやダイ



レク トモ一 ドで動きべク トル情報を生成する。

[01 39] 正方形の場合と同様に、スキップモー ドやダイレク 卜モー ドの場合、動き

ベク トルは、周辺プロックの動きベク トルを用いて生成される。長方形スキ

ップ ダイレク 卜符号化部 1 3 4 は、必要な周辺プロックの動きべク トル情

報を動きベク トルバッファ 1 3 7 に要求 し、取得する。スキップモー ドゃダ

ィレク トモ一 ドでの動きべク トルの求め方は、長方形動きパーティションの

場合も、正方形動きパーティションの場合と基本的に同様である。ただし、

形状によって参照する周辺プロックの位置が変わる。

[0140] 長方形スキップ ダイレク 卜符号化部 1 3 4 は、このように生成 した長方

形スキップ ダイレク 卜動きべク トル情報をコス ト関数算出部 1 3 に供給

する。

[0141 ] この場合、コス ト関数算出部 1 3 1 は、上述 したように、b Lock_sk i p_d i r e

c t f Lagを生成 し、その値を 1 にし、そのb Lock sk i p d i rect f Lagも含めてコ

ス 卜関数を算出する。

[0142] コス ト関数算出部 1 3 は、算出した各候補モ一 ドのコス ト関数値を、予

測画像、動きベク トル情報、およびb Lock sk i p d i rect f Lag等とともにモ一

ド判定部 1 3 5 に供給する。

[0143] モー ド判定部 1 3 5 は、候補モー ドの中から、コス ト関数値が最小のモ一

ドを最適なイントラ予測モー ドを判定 し、それを動き補償部 1 3 6 に通知す

る。モー ド判定部 1 3 5 は、選択 した候補モー ドのモー ド情報とともに、そ

のモー ドの予測画像、動きベク トル情報、およびb Lock sk i p d i rect f Lag等

を必要に応 じて動き補償部 1 3 6 に供給する。

[0144] 動き補償部 1 3 6 は、最適なイントラ予測モー ドに選択されたモー ドの予

測画像を選択部 1 1 6 に供給する。また、動き補償部 1 3 6 は、選択部 1 1

6 により、イントラ予測モー ドが選択された場合、そのモー ドのモー ド情報

、動きベク トル情報、およびb Lock_sk i p_d i rect_f Lag等の必要な情報を可逆

符号化部 1 0 6 に供給する。

[0145] また、動き補償部 1 3 6 は、最適なイントラ予測モー ドに選択されたモ一



ドの動きべクトル情報を、動きべクトルバッファ1 3 7 に供給し、保持させ

る。動きべクトルバッファ1 3 7 に保持された動きべクトル情報は、それ以

降に行われる動きパーティションについての処理において、周辺プロックの

動きべクトル情報として参照される。

[0146] スキップモー ドゃダイレク卜モードは、動きべクトル情報を伝送する必要

がないため、より大きな領域に適用されるほど符号化効率の向上により大き

く寄与することになる。近年においては画像の高解像度化が進んでおり、そ

れとともに、非特許文献 1の拡張マクロプロックのようなより大きな領域が

提案されている。つまり、このような拡張マクロプロックにおいてスキップ

モ一ドゃダイレクトモ一ドを適用することができれば、符号化効率の向上に

とって望ましい。

[0147] しかしながら、領域が大きくなるほど、 1つの領域に含まれる要素の種類

が多くなり、スキップモードやダイレク卜モードに不向きな要素が含まれる

可能性も高くなる。AVC符号化方式等の従来の方式においては、スキップモ一

ドゃダイレク卜モードは、正方形の動きパーティションについてのみ規定さ

れているのみであるので、拡張マクロプロックの一部にスキップモ一ドゃダ

ィレクトモ一ドに不向きな画像が含まれている場合、その他の部分がスキッ

プモ一ドゃダイレクトモ一ドに好適な画像であっても、スキップモ一ドゃダ

ィレクトモードが選択されないか、若しくは、不要に小さな動きパーティシ

ョンに分ける必要があった。いずれにしても符号化効率の向上への寄与度が

低減する恐れがあった。

[0148] これに対して、動き予測 補償部 1 1 5 は、長方形スキップ ダイレク卜

符号化部 1 3 4 によって、長方形動きパーティションに対してもスキップモ

- ドゃダイレクトモ一ドを適用し、候補モ一ドの 1つとして動きべクトル情

報を算出し、コスト関数を評価する。

[0149] このようにすることにより、動き予測 補償部 1 1 5 は、より大きな領域

にスキップモードやダイレク卜モードを適用させることができ、符号化効率

を向上させることができる。



[01 50] [ コス ト関数算出部]

図 9 は、図 8 のコス ト関数算出部 1 3 の主な構成例を示すプロック図で

ある。

[01 5 1 ] 図 9 に示されるように、コス ト関数算出部 1 3 は、動きべク トル取得部

1 5 1、フラグ生成部 1 5 2 、およびコス ト関数算出部 1 5 3 を有する。

[01 52] 動きべク トル取得部 1 5 は、動き探索部 1 3 2 、正方形スキップ ダイ

レク 卜符号化部 1 3 3 、および長方形スキップ ダイレク 卜符号化部 1 3 4

のそれぞれから、各候補モー ドについて動きベク トル情報等を取得する。動

きべク トル取得部 1 5 は、取得 した情報を、コス ト関数算出部 1 5 3 に供

給する。

[01 53] ただし、動き探索部 1 3 2 や長方形スキップ ダイレク 卜符号化部 1 3 4

から、動きべク トル情報を取得 した場合、動きべク トル取得部 1 5 1 は、フ

ラグ生成部 1 5 2 にその旨を通知 し、b Lock_sk i p_d i rect_f Lagを生成させる

[01 54] フラグ生成部 1 5 2 は、拡張マクロプロックの長方形のサブマクロプロッ

クを動きパーティションとするモ一 ドについて、b Lock sk i p d i rect f Lagを

生成する。フラグ生成部 1 5 2 は、スキップモー ド若 しくはダイレク トモ一

ドの場合、b Lock_sk i p_d i rect_f Lagの値を 1 とし、それ以外のモー ドの場合

、b Lock_sk i p_d i rec しf Lagの値を 0 とする。フラグ生成部 1 5 2 は、生成 し

たb Lock sk i p d i rect f Lagをコス 卜関数算出部 1 5 3 に供給する。

[01 55] コス ト関数算出部 1 5 3 は、動きべク トル取得部 1 5 から供給された情

報に基づいて、各候補モー ドのコス ト関数を算出する。フラグ生成部 1 5 2

よりb Lock sk i d i rect f Lagが供給された場合、そのb Lock sk i d i rect f La

gも含めてコス ト関数を算出する。

[01 56] コス ト関数算出部 1 5 3 は、算出したコス ト関数値やその他の情報をモ一

ド判定部 1 3 5 に供給する。

[01 57] 非特許文献 1 では、図 7 に示される拡張マクロプロックの第一階層の 6 4

X 6 4 の動きパーティション、 6 4 X 3 2 の動きパーティション、 3 2 X 6



4 の動 きパーテ ィシ ョン、及び、 3 2 X 3 2 の動 きパーテ ィシ ョンのそれぞ

れの code number に、 0 若 しくは 1 、 2 、 3 、 8 が割 り当て られている。 6 4

X 6 4 の動 きパーテ ィシ ョンについて、 スキ ップモ一 ド若 しくはダイ レク ト

モー ドと して符号化 される場合、 code—number は 0 とな り、 そうでない場合、

code—number は 1 となる。

[01 58] これに対 して、 フラグ生成部 1 5 2 は、 6 4 X 3 2 の動 きパーテ ィシ ョン

と、 3 2 X 6 4 の動 きパーテ ィシ ョンとについては、 b Lock s k i p d i rect f La

gを生成 し、 シンタクス要素 に付加する。 それ らの動 きパーテ ィシ ョンをスキ

ップモ一 ド若 しくはダイ レク トモ一 ドと して符号化する場合、 フラグ生成部

1 5 2 は、 b Lock_sk i p_d i rect_f Lagの値 を 1 とする。 この時、 P スライスな

ら、 当該長方形動 き補償パーテ ィシ ョンについては、動 きベ ク トル情報 も、

直交変換係数 も持たず、 スキ ップモー ドとな り、 また、 B スライスな ら、動

きべ ク トル情報 を持たず、 ダイ レク 卜モー ドと して符号化することになる。

[01 59] なお、図 7 に示 された、第一階層 と、第二階層の、長方形の動 きパーテ ィ

シ ョンに対 して、 b Lock s k i p d i rect f Lagを用いるように してもよい。

[01 60] このような符号化処理 を可能 とすることによ り、非特許文献 1 では用いる

ことが不可能であ った、長方形動 きパーテ ィシ ョンでのスキ ップモ一 ドゃダ

ィ レク 卜モー ドが、拡張 されたサイズのプロックにおいて使用可能 とな り、

よ り高い符号化効率の実現 を可能 とする。

[01 6 1 ] なお、 モー ド情報の一部 と して、 スキ ップモー ドやダイ レク 卜モー ドを指

定することも可能であるが、例 えば、図 8 の 6 4 X 3 2 動 きパーテ ィシ ョン

に注 目すると、上下両方の動 きパーテ ィシ ョンがスキ ップモ一 ド若 しくはダ

ィ レク トモ一 ドである場合、上部のみの動 きパーテ ィシ ョンがスキ ップモ一

ド若 しくはダイ レク トモ一 ドである場合、下部のみの動 きパーテ ィシ ョンが

スキ ップモ一 ド若 しくはダイ レク トモ一 ドである場合、 どち らの動 きパ一テ

ィシ ヨンもスキ ップモ一 ド若 しくはダイ レク トモ一 ドではない場合 と、現在

、 1 つの code—number によ り表現 されているモー ドを、 4 つの code—number で

表現することにな り、 出力 となる画像圧縮情報 における ビッ 卜の増大を招 く



恐れがある。

[01 62] 動き予測 補償部 1 1 5 は、上述 したように、モー ド情報とは別途、スキ

ップモ一 ド若 しくはダイレク トモ一 ドであるか否かを示すb Lock sk i p d i rect

f Lagを生成 し、復号側に伝送させるので、このような不要なビット量の増大

を抑制 し、符号化効率を向上させることができる。

[ 0 163] [ 長方形スキップ ダイレク 卜符号化部]

図 1 0 は、図 8 の長方形スキップ ダイレク 卜符号化部 1 3 4 の主な構成

例を示すプロック図である。

[01 64] 図 1 0 に示されるように長方形スキップ ダイレク 卜符号化部 1 3 4 は、

隣接パーティション定義部 1 7 および動きべク トル生成部 1 7 2 を有する

[01 65] 隣接パーティション定義部 1 7 1 は、動きベク トルを生成する動きパ一テ

ィシヨンを決定 し、その動きパーティションに隣接する隣接パーティション

を定義する。

[ 0 166] 上述 したように、スキップモー ドやダイレク 卜モー ドにおいては、動きべ

ク トルの生成に、周辺プロック （隣接パーティション）の動きベク トルが必

要になる。動きパーティションが長方形の場合、その位置や形状によって隣

接するプロックが異なる。

[01 67] 隣接パーティション定義部 1 7 は、処理対象の動きパーティションの位

置や形状に関する情報を動きべク トルバッファ 1 3 7 に供給 し、隣接パ一テ

イションの動きべク トル情報を要求する。

[01 68] 動きベク トルバッファ 1 3 7 は、処理対象の動きパーティションの位置や

形状に基づいて、その処理対象の動きパーティションに隣接する隣接パ一テ

イシヨンの動きべク トル情報を隣接パーティション定義部 1 7 に供給する

[01 69] 隣接パーティション定義部 1 7 1 は、動きベク トルバッファ 1 3 7 から隣

接パーティション動きべク トル情報を取得すると、その隣接パーティション

動きべク トル情報と、処理対象の動きパーティションの位置や形状に関する



情報 を動 きべ ク トル生成部 1 7 2 に供給する。

[01 70] 動 きベ ク トル生成部 1 7 2 は、隣接パーテ ィシ ョン定義部 1 7 1 か ら供給

された各種情報 に基づいて、処理対象の動 きパーテ ィシ ョンの動 きべ ク トル

を生成する。動 きべ ク トル生成部 1 7 2 は、生成 した動 きべ ク トル情報 （長

方形 スキ ップ ダイ レク 卜動 きべ ク トル情報）をコス ト関数算出部 1 3 に

供給する。

[01 7 1 ] 以上のように、隣接パーテ ィシ ョン定義部 1 7 1 は、動 きパーテ ィシ ョン

の形状 に応 じて、正 しい隣接パーテ ィシ ョンの動 きべ ク トル情報 を動 きべ ク

トルバ ッファ 1 3 7 か ら取得するので、長方形 スキ ップ ダイ レク 卜符号化

部 1 3 4 は、正 しい動 きベ ク トル情報 を生成することがで きる。

[ 0 172] [ 符号化処理の流れ ]

次 に、以上のような画像符号化装置 1 0 0 によ り実行 される各処理の流れ

について説明する。最初 に、図 1 1 のフローチヤ一 卜を参照 して、符号化処

理の流れの例 を説明する。

[01 73] ステ ップ S 0 において、 A/D 変換部 1 0 1 は入力された画像 をA/D 変換

する。 ステ ップ S 1 0 2 において、画面並べ替えバ ッファ 1 0 2 は、 A/D 変換

された画像 を記憶 し、各 ピクチャの表示する順番か ら符号化する順番への並

ベ替えを行 う。

[01 74] ステ ップ S 0 3 において、演算部 1 0 3 は、 ステ ップ S 0 2 の処理 に

よ り並び替え られた画像 と、予測画像 との差分 を演算する。予測画像 は、 ィ

ンタ一予測する場合は動 き予測 補償部 1 1 5 か ら、 イン トラ予測する場合

はイン トラ予測部 1 1 4 か ら、選択部 1 1 6 を介 して演算部 1 0 3 に供給 さ

れる。

[ 0 175] 差分データは元の画像データに較べてデータ量が低減 される。 したが って

、画像 をそのまま符号化する場合 に較べて、データ量 を圧縮することがで き

る。

[01 76] ステ ップ S 1 0 4 において、直交変換部 1 0 4 は，ステ ップ S 1 0 3 の処

理 によ り生成 された差分情報 を直交変換する。具体的には、離散 コサイン変



換、 カル一ネン レ一ベ変換等の直交変換が行われ、変換係数が出力される

[01 77] ステ ップ S 1 0 5 において、量子化部 1 0 5 は、 ステ ップ S 1 0 4 の処理

によ り得 られた直交変換係数 を量子化する。

[01 78] ステ ップ S 1 0 5 の処理 によ り量子化 された差分情報 は、次のように して

局部的に復号 される。すなわち、 ステ ップ S 1 0 6 において、逆量子化部 1

0 8 は、 ステ ップ S 1 0 5 の処理 によ り生成 された量子化 された直交変換係

数 （量子化係数 とも称する）を量子化部 1 0 5 の特性 に対応する特性で逆量

子化する。 ステ ップ S 1 0 7 において、逆直交変換部 1 0 9 は、 ステ ップ S

1 0 6 の処理 によ り得 られた直交変換係数 を、直交変換部 1 0 4 の特性 に対

応する特性で逆直交変換する。

[01 79] ステ ップ S 1 0 8 において、演算部 1 1 0 は、予測画像 を局部的に復号 さ

れた差分情報 に加算 し、局部的に復号 された画像 （演算部 1 0 3 への入力に

対応する画像）を生成する。 ステ ップ S 1 0 9 においてデ プロックフィル タ

1 1 1 は、 ステ ップ S 1 0 8 の処理 によ り生成 された画像 をフィル タ リング

する。 これによ りプロック歪みが除去 される。

[01 80] ステ ップ S 1 1 0 において、 フ レームメモ リ 1 1 2 は、 ステ ップ S 1 0 9

の処理 によ りプロック歪みが除去 された画像 を記憶する。なお、 フ レームメ

モ リ 1 1 2 にはデ プロックフィル タ 1 1 1 によ りフィル タ処理 されていない

画像 も演算部 1 1 0 か ら供給 され、記憶 される。

[01 8 1 ] ステ ップ S 1 1 において、 イン トラ予測部 1 1 4 は、 イン トラ予測モ一

ドのイン トラ予測処理 を行 う。 ステ ップ S 1 2 において、動 き予測 ' 補償

部 1 1 5 は、 イ ンタ一 予測 モ ー ドで の動 き予測や動 き補償 を行 うイ ンタ一動

き予測処理 を行 う。

[01 82] ステ ップ S 3 において、選択部 1 1 6 は、 イン トラ予測部 1 1 4 およ

び動 き予測 補償部 1 1 5 か ら出力された各 コス ト関数値 に基づいて、最適

予測 モ ー ドを決定する。つまり、選択部 1 1 6 は、 イ ン トラ予測部 1 1 4 に

よ り生成 された予測画像 と、動 き予測 補償部 1 1 5 によ り生成 された予測



画像のいずれか一方 を選択する。

[01 83] また、 この い ずれの予測画像が選択 されたかを示す選択情報 は、 イ ン トラ

予測部 1 1 4 および動 き予測 補償部 1 1 5 の うち、予測画像が選択 された

方 に供給 される。最適イン トラ予測 モ ー ドの予測画像が選択 された場合、 ィ

ン トラ予測部 1 1 4 は、最適 イ ン トラ予測 モ ー ドを示す情報 （すなわち、 ィ

ン トラ予測 モ 一 ド情報）を、可逆符号化部 1 0 6 に供給する。

[01 84] 最適 ィ ンター予測 モ ー ドの 予測画像が選択 された場合、動 き予測 補償部

1 1 5 は、最適インタ一予測モー ドを示す情報 と、必要 に応 じて、最適イン

タ一予測 モ ー ドに応 じた情報 を可逆符号化部 1 0 6 に出力する。最適インタ

—予測 モ ー ドに応 じた情報 と しては、動 きベ ク トル情報や フラグ情報、参照

フ レ一厶情報な どがあげ られる。

[01 85] ステ ップ S 4 において、可逆符号化部 1 0 6 は、 ステ ップ S 1 0 5 の

処理 によ り量子化 された変換係数 を符号化する。すなわち、差分画像 （イン

ターの場合、 2 次差分画像）に対 して、可変長符号化や算術符号化等の可逆

符号化が行われる。

[01 86] なお、可逆符号化部 1 0 6 は、 ステ ップ S 1 0 5 において算出された量子

化パ ラメータを符号化 し、符号化データに付加する。

[01 87] また、可逆符号化部 1 0 6 は、 ステ ップ S 1 3 の処理 によ り選択 された

予測画像の予測 モ ー ドに関する情報 を符号化 し、差分画像 を符号化 して得 ら

れる符号化データに付加する。つまり、可逆符号化部 1 0 6 は、 イ ン トラ予

測部 1 1 4 か ら供給 されるイ ン トラ予測 モ ー ド情報、 または、動 き予測 - 補

償部 1 1 5 か ら供給 される最適インタ一予測 モ ー ドに応 じた情報な ども符号

化 し、符号化データに付加する。

[01 88] ステ ツプ S 1 1 5 において蓄積バ ッファ 1 0 7 は、可逆符号化部 1 0 6 か

ら出力される符号化データを蓄積する。蓄積バ ッファ 1 0 7 に蓄積 された符

号化データは、適宜読み出され、伝送路 を介 して復号側 に伝送 される。

[01 89] ステ ップ S 1 6 において レ一 卜制御部 1 1 7 は、 ステ ップ S 1 5 の処

理 によ り蓄積バ ッファ 1 0 7 に蓄積 された圧縮画像 に基づいて、才一バ一フ



口一あるいはアンダーフローが発生 しないように、量子化部 1 0 5 の量子化

動作のレー 卜を制御する。

[01 90] ステップS 1 6 の処理が終了すると、符号化処理が終了される。

[01 9 1 ] [ インタ一動き予測処理の流れ]

次に、図 1 2 のフローチヤ一 卜を参照 して、図 1 1 のステップS 1 1 2 に

おいて実行されるインタ一動き予測処理の流れの例を説明する。

[01 92] インタ一動き予測処理が開始されると、動き探索部 1 3 2 は、ステップS

1 3 1 において、正方形動きパーティションの各モー ドのうち、スキップモ

— ドゃダイレク 卜モー ド以外のモー ドについて、動き探索を行い、動きべク

トル情報を生成する。

[01 93] コス ト関数算出部 1 3 1 の動きべク トル取得部 1 5 がその動きべク トル

情報を取得すると、ステップS 1 3 2 において、コス ト関数算出部 1 5 3 は

、正方形動きパーティションの、スキップモー ドおよびダイレク 卜モー ドを

除く各モ一 ドについてコス 卜関数を算出する。

[01 94] ステップS 1 3 3 において、動き探索部 1 3 2 は、長方形動きパーティシ

ョンの各モ一 ドのうち、スキップモ一 ドゃダイレク トモ一 ド以外のモ一 ドに

ついて、動き探索を行い、動きべク トル情報を生成する。

[01 95] コス ト関数算出部 1 3 1 の動きべク トル取得部 1 5 がその動きべク トル

情報を取得すると、ステップS 1 3 4 において、フラグ生成部 1 5 2 は、b Lo

c k sk i p d i r ec t f Lagの値を 0 として生 ¾ する ( b Lock sk i p d i rect f Lag =

0 ) 。ステップS 1 3 5 において、コス ト関数算出部 1 5 3 は、そのフラグ

値も含めてコス ト関数を算出する。

[01 96] ステップS 3 6 において、正方形スキップ ダイレク 卜符号化部 1 3 3

は、正方形動きパーティションについて、スキップモー ドおよびダイレク 卜

モ一 ドで動きべク トル情報を生成する。

[01 97] コス ト関数算出部 1 3 1 の動きべク トル取得部 1 5 がその動きべク トル

情報を取得すると、ステップS 1 3 7 において、コス ト関数算出部 1 5 3 は

、正方形動きパーティションの、スキップモー ドおよびダイレク 卜モー ドに



ついてコス ト関数を算出する。

[01 98] ステップS 3 8 において、コス 卜関数算出部 1 3 は、処理対象のマク

口プロックが拡張マクロプロックであるか否かを判定 し、拡張マクロプロッ

クであると判定 した場合、処理をステップS 1 3 9 に進める。

[01 99] ステップS 3 9 において、長方形スキップ ダイレク 卜符号化部 1 3 4

は、長方形動きパーティションについて、スキップモー ドおよびダイレク 卜

モ一 ドで動きべク トル情報を生成する。

[0200] コス ト関数算出部 1 3 1 の動きべク トル取得部 1 5 がその動きべク トル

情報を取得すると、ステップS 1 4 0 において、フラグ生成部 1 5 2 は、b Lo

c k sk i p d i r ec t f Lagの値を 1 として生 ¾ する ( b Lock sk i p d i rect f Lag =

1 ) 。ステップS 1 4 1 において、コス ト関数算出部 1 5 3 は、そのフラグ

値も含めてコス ト関数を算出する。

[0201 ] ステップS 4 の処理を終了すると、コス ト関数算出部 1 3 は、モ一

ド判定部 1 3 5 にコス ト関数値等を提供 し、処理をステップS 1 4 2 に進め

る。また、ステツプS 1 3 8 において、処理対象が拡張マクロプロックでな

いと判定された場合、コス 卜関数算出部 1 3 は、ステップS 3 9 乃至ス

テツプS 1 4 1 の処理を省略 し、モ一 ド判定部 1 3 5 にコス ト関数値等を提

供 し、処理をステップS 1 4 2 に進める。

[0202] ステップS 1 4 2 において、モー ド判定部 1 3 5 は、算出された各モー ド

のコス 卜関数値に基づいて最適なインタ一予測モ一 ドを選択する。ステップ

S 1 4 3 において、動き補償部 1 3 6 は、選択されたモー ド （最適インタ一

予測モー ド）で動き補償を行う。また、動き補償部 1 3 6 は、選択されたモ

— ドの動きベク トル情報を動きベク トルバッファ 1 3 7 に保持させ、インタ

—動き予測処理を終了し、処理を図 1 1 のステップS 1 2 に戻 し、それ以

降の処理を実行させる。

[0203] [ 長方形スキップ ダイレク 卜動きべク トル情報生成処理の流れ]

次に、図 1 3 のフローチヤ一 卜を参照 して、図 1 2 のステップS 1 3 9 に

おいて実行される長方形スキップ ダイレク 卜動きべク トル情報生成処理の



流れの例を説明する。

[0204] 長方形スキップ ダイレク 卜動きべク トル情報生成処理が開始されると、

長方形スキップ ダイレク 卜符号化部 1 3 4 の隣接パーティション定義部 1

7 は、動きべク トルバッファ 1 3 7 と連携 して、ステップS 6 におい

て隣接パーティションを特定 し、ステップS 1 6 2 においてその動きべク 卜

ル情報を取得する。

[0205] ステップS 1 6 3 において、動きベク トル生成部 1 7 2 は、ステップS 1

6 2 において取得された動きべク トルを用いて、スキップモー ド若 しくはダ

ィレク トモ一 ドで動きべク トル情報 （長方形スキップ ダイレク 卜動きべク

トル情報）を生成する。ステップS 1 6 3 の処理を終了すると、長方形スキ

ップ ダイレク 卜符号化部 1 3 4 は、長方形スキップ ダイレク 卜動きべク

トル情報生成処理を終了し、処理を図 1 2 のステップS 1 3 9 に戻 し、それ

以降の処理を実行させる。

[0206] 以上のように、画像符号化装置 1 0 0 は、動き予測 補償部 1 1 5 におい

て、イントラ予測モー ドの 1 つとして、拡張マクロプロックの長方形のサブ

マクロプロックを動きパーティションとし、スキップモ一 ドゃダイレク トモ

- ドで動き予測 補償を行う。

[0207] このようにすることにより、より大きな領域でスキップモー ドやダイレク

トモ一 ドを適用することができ、符号化効率を向上させることができる。

[0208] また、画像符号化装置 1 0 0 は、このように拡張マクロプロックの長方形

のサプマクロプロックを動きパーティションとする場合、code_number とは別

に、スキップモ一 ドゃダイレク トモ一 ドであるか否かを示すb Lock sk i p d i r e

ct_f Lagを生成 し、それをコ一 ドス 卜リームの復号側に提供する。

[0209] このようにすることにより、code_number のビットの増大による符号化効率

の低減を抑制することができる。

[021 0] < 2 . 第 2 の実施の形態>

[画像復号装置]

図 1 4 は、画像復号装置の主な構成例を示すプロック図である。図 1 4 に



示 され る画像復号装置 2 0 0 は、 図 7 の画像符号化装置 1 0 0 に対応する復

号装置である。

[021 1 画像符号化装置 1 0 0 よ り符号化 された符号化データは、所定の伝送路 を

介 して、 この画像符号化装置 1 0 0 に対応する画像復号装置 2 0 0 に伝送 さ

れ、復号 され るもの とする。

[021 2] 図 1 4 に示 され るように、画像復号装置 2 0 0 は、蓄積バ ッファ 2 0 1 、

可逆復号部 2 0 2 、逆量子化部 2 0 3 、逆 直交変換部 2 0 4 、演算部 2 0 5

、 デ プロックフィル タ 2 0 6 、画面並べ替 えバ ッファ 2 0 7 、 およびD/A 変換

部 2 0 8 を有 する。 また、画像復号装置 2 0 0 は、 フ レームメモ リ2 0 9 、

選択部 2 0 、 ィ ン トラ予測部 2 、動 き予測 補償部 2 2 、 および選

択部 2 3 を有 する。

[021 3] 蓄積バ ッファ 2 0 1 は、伝送 されて きた符号化データを蓄積 する。 この符

号化データは、画像符号化装置 1 0 0 によ り符号化 されたものである。可逆

復号部 2 0 2 は、蓄積バ ッファ 2 0 か ら所定のタイ ミングで読み出された

符号化データを、 図 7 の可逆符号化部 1 0 6 の符号化方式 に対応する方式で

復号する。

[0214] 逆量子化部 2 0 3 は、可逆復号部 2 0 2 によ り復号 されて得 られた係数デ

—タ （量子化係数） を、 図 7 の量子化部 1 0 5 の量子化方式 に対応する方式

で逆量子化する。

[021 5] 逆量子化部 2 0 3 は、逆量子化 された係数データ、 つ ま り、 直交変換係数

を、逆直交変換部 2 0 4 に供給 する。逆直交変換部 2 0 4 は、 図 7 の直交変

換部 1 0 4 の直交変換方式 に対応する方式で、 その直交変換係数 を逆直交変

換 し、画像符号化装置 1 0 0 において直交変換 され る前 の残差データに対応

する復号残差データを得 る。

[021 6] 逆 直交変換 されて得 られた復号残差データは、演算部 2 0 5 に供給 され る

。 また、演算部 2 0 5 には、選択部 2 1 3 を介 して、 イ ン トラ予測部 2 1

若 しくは動 き予測 補償部 2 2 か ら予測画像 が供給 され る。

[021 7] 演算部 2 0 5 は、 その復号残差データと予測画像 とを加算 し、画像符号化



装置 1 0 0 の演算部 1 0 3 によ り予測画像が減算される前の画像データに対

応する復号画像データを得 る。演算部 2 0 5 は、 その復号画像データをデブ

ロックフィルタ 2 0 6 に供給する。

[021 8] デ プロックフィルタ 2 0 6 は、供給 された復号画像のプロック歪を除去 し

た後、画面並べ替えバ ッファ 2 0 7 に供給する。

[021 9] 画面並べ替えバ ッファ 2 0 7 は、画像の並べ替えを行 う。すなわち、図 7

の画面並べ替えバ ッファ 1 0 2 によ り符号化の順番のために並べ替え られた

フ レームの順番が、元の表示の順番に並べ替え られる。D/A変換部 2 0 8 は、

画面並べ替えバ ッファ 2 0 7 か ら供給 された画像 をD/A変換 し、図示せぬデ ィ

スプレイに出力 し、表示させる。

[0220] デ プロックフィルタ 2 0 6 の出力は、 さらに、 フレームメモ リ2 0 9 に供

給 される。

[0221 ] フ レー ム メモ リ 2 0 9 、選択部 2 1 0 、 イ ン トラ予測部 2 1 1 、動 き予測

補償部 2 2 、 および選択部 2 3 は、図 7 の画像符号化装置 1 0 0 のフ

レー ム メモ リ 1 1 2 、選択部 1 1 3 、 イ ン トラ予測部 1 1 4 、動 き予測 補

償部 1 1 5 、 および選択部 1 1 6 にそれぞれ対応する。

[0222] 選択部 2 1 0 は、 インタ一処理 される画像 と参照される画像 をフレ一厶メ

モ リ 2 0 9 か ら読み出 し、動 き予測 補償部 2 1 2 に供給する。 また、選択

部 2 0 は、 ィン トラ予測に用い られる画像 をフレームメモ リ2 0 9 か ら読

み出 し、イン トラ予測部 2 1 1 に供給する。

[0223] イ ン 卜ラ予測部 2 1 1 には、へ ッダ情報 を復号 して得 られたイン 卜ラ予測

モ一 ドを示す情報等が可逆復号部 2 0 2 か ら適宜供給 される。ィン トラ予測

部 2 1 1 は、 この情報 に基づいて、 フ レー ム メモ リ2 0 9 か ら取得 した参照

画像か ら予測画像 を生成 し、生成 した予測画像 を選択部 2 3 に供給する。

[0224] 動 き予測 補償部 2 2 は、ヘ ッダ情報 を復号 して得 られた情報 （予測モ

— ド情報、動 きベ ク トル情報、参照 フレーム情報、 フラグ、および各種パラ

メータ等）を可逆復号部 2 0 2 か ら取得する。

[0225] 動 き予測 補償部 2 2 は、可逆復号部 2 0 2 か ら供給 されるそれ らの情



報に基づいて、 フレームメモ リ2 0 9 か ら取得 した参照画像か ら予測画像を

生成 し、生成 した予測画像を選択部 2 3 に供給する。

[0226] 選択部 2 3 は、動 き予測 補償部 2 またはィン トラ予測部 2 に

より生成された予測画像を選択 し、演算部 2 0 5 に供給する。

[0227] [ 動 き予測 補償部 ]

図 1 5 は、図 1 4 の動 き予測 補償部 2 の主な構成例を示すプロック

図である。

[0228] 図 1 5 に示されるように、動 き予測 補償部 2 2 は、動 きべク トルバ ッ

ファ2 3 1 、モー ドバ ッファ2 3 2 、正方形スキップ ダイ レク 卜復号部 2

3 3 、長方形スキップ ダイ レク 卜復号部 2 3 4 、および動 き補償部 2 3 5

を有する。

[0229] 動 きベク トルバ ッファ2 3 1 は、可逆復号部 2 0 2 において復号された動

きベク トル情報を取得 し、保持する。モー ドバ ッファ2 3 2 は、可逆復号部

2 0 2 において復号されたモー ド情報やbLock_sk i p_d i rect_f Lag等を保持す

る。

[0230] モ一 ドバ ッファ2 3 2 は、取得 したモ一 ド情報ゃ 0 0ヒ 5に1》 _ 山 に6は _ 干【3 9

に基づいて、スキップモー ド若 しくはダイ レク 卜モー ドでない場合、動 きべ

ク トルバ ッファ2 3 に動 きべク トル情報を動 き補償部 2 3 5 に供給するよ

うに指示を行 う。動 きべク トルバ ッファ2 3 は、その指示に従 って処理対

象の動 きパーテ ィシ ョンの動 きべク トル情報を動 き補償部 2 3 5 に供給する

[0231 ] また、取得 したモ一 ド情報やbLock_sk i p_d i rect_f Lagに基づいて、正方形

動 きパーテ ィシ ョンのスキップモ一 ド若 しくはダイ レク トモ一 ドである場合

、モー ドバ ッファ2 3 2 は、その旨を通知する正方形スキップ ダイ レク 卜

モー ド情報を正方形スキップ ダイ レク 卜復号部 2 3 3 に供給する。

[0232] 正方形スキップ ダイ レク ト復号部 2 3 3 は、正方形スキップ ダイ レク

トモ一 ド情報に含まれる処理対象の動 きパーテ ィシ ョンの位置や形状を動 き

べク トルバ ッファ2 3 に供給 し、その処理対象の動 きパーテ ィシ ョンの動



きべク トルを生成するのに必要な隣接パーティションの動きべク トル情報を

要求する。

[0233] 動 きべク トルバ ッファ2 3 は、要求に従 って隣接パーティションを特定

し、その動きべク トル情報を正方形スキップ ダイレク 卜復号部 2 3 3 に供

給する。正方形スキップ ダイレク 卜復号部 2 3 3 は、動きベク トルバ ッフ

ァ2 3 1 か ら取得 した動きべク トルを用いて、スキップモ一 ド若 しくはダイ

レク トモ一 ドで処理対象の動きパーティションの動きべク トルを生成 し、そ

の正方形スキップ ダイレク 卜動きべク トル情報を動き補償部 2 3 5 に供給

する。

[0234] さらに、取得 したモ一 ド情報やbLock_sk i p_d i rect_f Lagに基づいて、長方

形動きパーティションのスキップモ一 ド若 しくはダイレク トモ一 ドである場

合、モー ドバ ッファ2 3 2 は、その旨を通知する長方形スキップ ダイレク

トモ一 ド情報を長方形スキップ ダイレク 卜復号部 2 3 4 に供給する。

[0235] 長方形スキップ ダイレク ト復号部 2 3 4 は、長方形スキップ ダイレク

トモ一 ド情報に含まれる処理対象の動きパーテ ィシ ョンの位置や形状を動き

べク トルバ ッファ2 3 に供給 し、その処理対象の動きパーティションの動

きべク トルを生成するのに必要な隣接パーティションの動きべク トル情報を

要求する。

[0236] 動 きベク トルバ ッファ2 3 1 は、要求に従 って隣接パーティションを特定

し、その動きべク トル情報を長方形スキップ ダイレク 卜復号部 2 3 4 に供

給する。長方形スキップ ' ダイレク 卜復号部 2 3 4 は、動きベク トルバ ッフ

ァ2 3 1 か ら取得 した動きべク トルを用いて、スキップモ一 ド若 しくはダイ

レク トモ一 ドで処理対象の動きパーティションの動きべク トルを生成 し、そ

の長方形スキップ ダイレク 卜動きべク トル情報を動き補償部 2 3 5 に供給

する。

[0237] 動 き補償部 2 3 5 は、供給された動きべク トル情報を用いてフ レーム メモ

リ2 0 9 か ら参照画像情報を取得 し、それを用いて予測画像を生成する。動

き補償部 2 3 5 は、生成 した予測画像を、ィンタ一予測モー ドの予測画像 と



して選択部 2 3 に供給する （予測画像情報）。

[0238] [ 長方形 スキ ップ ダイ レク 卜復号部 ]

図 1 6 は、図 1 5 の長方形 スキ ップ ダイ レク 卜復号部 2 3 4 の主な構成

例 を示すプロック図である。図 1 6 に示 されるように長方形 スキ ップ ダイ

レク 卜復号部 2 3 4 は、隣接パーテ ィシ ョン定義部 2 5 および動 きべ ク 卜

ル生成部 2 5 2 を有する。

[0239] 隣接パーテ ィシ ョン定義部 2 5 は、 モー ドバ ッファ 2 3 2 か ら長方形 ス

キ ップ ' ダイ レク 卜モー ド情報 を取得すると、処理対象の動 きパーテ ィシ ョ

ンの位置や形状 に関する情報 を動 きべ ク トルバ ッファ 2 3 に供給 し、処理

対象の動 きパーテ ィシ ョンの動 きべ ク トル情報 を生成するのに必要な、隣接

パーテ ィシ ョンの動 きべ ク トル情報 を要求する。

[0240] 隣接パーテ ィシ ョン定義部 2 5 1 は、動 きベ ク トルバ ッファ 2 3 1 か ら隣

接パーテ ィシ ョン動 きべ ク トル情報 を取得すると、 それを動 きべ ク トル生成

部 2 5 2 に供給する。

[0241 ] 動 きベ ク トル生成部 2 5 2 は、供給 された隣接パーテ ィシ ョンの動 きべ ク

トル を用いて、 スキ ップモー ド若 しくはダイ レク 卜モー ドで、処理対象の動

きパーテ ィシ ョンの動 きべ ク トル情報 を生成する。

[0242] 動 きべ ク トル生成部 2 5 2 は、生成 した動 きべ ク トル を含む長方形 スキ ッ

プ ダイ レク 卜動 きべ ク トル情報 を動 き補償部 2 3 5 に供給する。

[0243] 以上のように、画像復号装置 2 0 0 は、画像符号化装置 1 0 0 が符号化 し

たコー ドス トリームを、画像符号化装置 1 0 0 の符号化方法 に対応する方法

で復号する。動 き予測 補償部 2 1 2 は、 モー ド情報やb l ock sk i p d i r ec t f

Lagに基づいて、長方形動 きパーテ ィシ ョンのスキ ップモ一 ドゃダイ レク トモ

- ドを検 出 し、長方形 スキ ップ ダイ レク 卜復号部 2 3 4 において動 きべ ク

トル を生成する。つまり、画像復号装置 2 0 0 は、長方形動 きパーテ ィシ ョ

ンに対 してもスキ ップモ一 ドゃダイ レク トモ一 ドを適用 したコ一 ドス トリ一

厶を正 しく復号することがで きる。

[0244] これ によ り、画像復号装置 2 0 0 は、符号化効率 を向上 させることがで き



る。

[0245] [ 復号処理の流れ]

次に、以上のような画像復号装置 2 0 0 により実行される各処理の流れに

ついて説明する。最初に、図 1 7 のフローチヤ一 卜を参照 して、復号処理の

流れの例を説明する。

[0246] 復号処理が開始されると、ステツプS 2 0 1 において、蓄積バ ッファ2 0

1 は、伝送されてきた符号化データを蓄積する。ステップS 2 0 2 において

、可逆復号部 2 0 2 は、蓄積バ ッファ2 0 1 か ら供給される符号化データを

復号する。すなわち、図 7 の可逆符号化部 1 0 6 により符号化された I ピク

チヤ、 P ピクチャ、並びに B ピクチャが復号される。

[0247] この とき、動きベ ク トル情報、参照フ レーム情報、予測モー ド情報 （イ ン

トラ予測モー ド、またはインタ一予測モー ド）、並びに、フラグや量子化パ

ラメ一タ等の情報も復号される。

[0248] 予測モ一 ド情報がィ ン トラ予測モ一 ド情報であ る場合、予測モ一 ド情報は

、 イ ン トラ予測部 2 1 1 に供給される。 予測モー ド情報がイ ンタ一予測モ一

ド情報である場合、予測モー ド情報 と対応する動きベク トル情報は、動き予

測 補償部 2 2 に供給される。

[0249] ステ ップS 2 0 3 において、逆量子化部 2 0 3 は、可逆復号部 2 0 2 によ

り復号されて得 られた、量子化された直交変換係数を、図 7 の量子化部 1 0

5 による量子化処理に対応する方法で逆量子化する。ステップS 2 0 4 にお

いて逆直交変換部 2 0 4 は逆量子化部 2 0 3 により逆量子化されて得 られた

直交変換係数を、図 7 の直交変換部 1 0 4 による直交変換処理に対応する方

法で逆直交変換する。 これにより図 7 の直交変換部 1 0 4 の入力 （演算部 1

0 3 の出力）に対応する差分情報が復号されたことになる。

[0250] ステ ップS 2 0 5 において、演算部 2 0 5 は、ステップS 2 0 4 の処理に

より得 られた差分情報に、予測画像を加算する。 これにより元の画像データ

が復号される。

[0251 ] ステ ップS 2 0 6 において、デプロックフィルタ 2 0 6 は、ステップS 2



0 5 の処理により得られた復号画像を適宜フィルタリングする。これにより

適宜復号画像からプロック歪みが除去される。

[0252] ステップS 2 0 7 において、フレームメモリ2 0 9 は、フィルタリングさ

れた復号画像を記憶する。

[0253] ステツプS 2 0 8 において、ィントラ予測部 2 、または動き予測 補

償部 2 1 2 は、可逆復号部 2 0 2 から供給される予測モー ド情報に対応 して

、それぞれ画像の予測処理を行う。

[0254] すなわち、可逆復号部 2 0 2 からイン トラ予測モー ド情報が供給された場

合、ィントラ予測部 2 1 1 は、ィントラ予測モ一 ドのィントラ予測処理を行

う。また、可逆復号部 2 0 2 からインタ一予測モー ド情報が供給された場合

、動き予測 補償部 2 1 2 は、インタ一予測モー ドの動き予測処理を行う。

[0255] ステツプS 2 0 9 において、選択部 2 3 は予測画像を選択する。すなわ

ち、選択部 2 3 には、イントラ予測部 2 により生成された予測画像、

若 しくは、動き予測 補償部 2 1 2 により生成された予測画像が供給される

。選択部 2 1 3 は、その予測画像が供給された側を選択 し、その予測画像を

演算部 2 0 5 に供給する。この予測画像は、ステツプS 2 0 5 の処理により

差分情報に加算される。

[0256] ステップS 2 1 0 において、画面並べ替えバッファ2 0 7 は、復号画像デ

—夕のフ レームの並べ替えを行う。すなわち、復号画像データの、画像符号

化装置 1 0 0 の画面並べ替えバッファ 1 0 2 (図 7 ) により符号化のために

並べ替えられたフレームの順序が、元の表示の順序に並べ替えられる。

[0257] ステップS 2 1 1 において、D/A変換部 2 0 8 は、画面並べ替えバッファ2

0 7 においてフレームが並べ替えられた復号画像データをD/A変換する。この

復号画像データが図示せぬディスプレイに出力され、その画像が表示される

[0258] [ 予測処理の流れ]

次に、図 1 8 のフローチヤ一 卜を参照 して、図 1 7 のステップS 2 0 8 に

おいて実行される予測処理の詳細な流れの例を説明する。



[0259] 予測処理が開始されると、可逆復号部 2 0 2 は、ステ ップS 2 3 1 におい

て、復号 した予測モー ド情報に基づいて、符号化データがイ ン トラ符号化さ

れているか否かを判定する。

[0260] イン トラ符号化されていると判定された場合、可逆復号部 2 0 2 は、処理

をステ ツプS 2 3 2 に進める。

[0261 ] ステ ップS 2 3 2 において、イン トラ予測部 2 1 1 は、可逆復号部 2 0 2

より、イ ン トラ予測モー ド情報等、予測画像の生成に必要な情報を取得する

。ステ ップS 2 3 3 において、イン トラ予測部 2 1 1 は、 フレームメモ リ2

0 9 か ら参照画像を取得 し、 イ ン トラ予測モ一 ドの ィ ン トラ予測処理を行 つ

て、予測画像を生成する。

[0262] 予測画像を生成すると、イン トラ予測部 2 1 1 は、生成 した予測画像を、

選択部 2 1 3 を介 して演算部 2 0 5 に供給 し、予測処理を終 了 して、処理を

図 1 7 のステ ップS 2 0 8 に戻 し、ステ ップS 2 0 9 以降の処理を実行させ

る。

[0263] また、図 1 8 のステ ップS 2 3 1 において、インタ一符号化されていると

判定された場合、可逆復号部 2 0 2 は、処理をステ ップS 2 3 4 に進める。

[0264] ステ ツプS 2 3 4 において、動 き予測 補償部 2 1 2 は、ィンタ一予測処

理を行い、符号化の際に採用されたィンタ一予測モー ドで予測画像を生成す

る。

[0265] 予測画像を生成すると、動 き予測 補償部 2 1 2 は、生成 した予測画像を

、選択部 2 1 3 を介 して演算部 2 0 5 に供給 し、予測処理を終 了 して、処理

を図 1 7 のステ ップS 2 0 8 に戻 し、ステ ップS 2 0 9 以降の処理を実行さ

せる。

[0266] [ ィンタ一予測処理の流れ]

次に、図 1 9 のフローチヤ一 卜を参照 して、図 1 8 のステ ップS 2 3 4 に

おいて実行されるインタ一予測処理の流れの例を説明する。

[0267] ィンタ一予測処理が開始されると、ステ ツプS 2 5 1 において可逆復号部

2 0 2 はモー ド情報を復号する。ステ ップS 2 5 2 において、モー ドバ ッフ



ァ2 3 2 は、復号されたモー ド情報か ら、処理対象が長方形動 きパーテ ィシ

ョンであるか否かを判定する。長方形動 きパーテ ィシ ョンであると判定され

た場合、モー ドバ ッファ2 3 2 は、処理 をステ ップS 2 5 3 に進める。

[0268] ステ ップS 2 5 3 において、可逆復号部 2 0 2 は、b Lock_sk i p_d i rect_f La

gを復号する。ステ ップS 2 5 4 において、モー ドバ ッファ2 3 2 は、b Lock

sk i d i rect f Lagの値が 1 であるか否かを判定する。b lock sk i d i rect f La

gが 1 であると判定 した場合、モー ドバ ッファ2 3 2 は、処理 をステ ップS 2

5 5 に進める。

[0269] ステ ップS 2 5 5 において、長方形スキップ ダイ レク 卜復号部 2 3 4 は

、隣接パーテ ィシ ョンの動 きべ ク トルか ら動 きべ ク トルを生成する長方形ス

キップ ダイ レク 卜動 きべ ク トル情報生成処理 を行 う。 この長方形スキップ

ダイ レク 卜動 きべ ク トル情報生成処理は、図 1 3 のフローチヤ一 卜を参照

して説明 した場合 と同様 に行われる。

[0270] 長方形スキップ ダイ レク 卜動 きべ ク トル情報 を生成すると、長方形スキ

ップ ダイ レク 卜復号部 2 3 4 は、処理 をステ ップS 2 5 7 に進める。

[0271 ] また、ステ ップS 2 5 2 において、処理対象が長方形動 きパーテ ィシ ョン

でないと判定された場合、モー ドバ ッファ2 3 2 は、処理 をステ ップS 2 5

6 に進める。 さらに、ステ ップS 2 5 4 において、b Lock sk i p d i rect f Lag

が 0 であると判定 した場合、モー ドバ ッファ2 3 2 は、処理 をステ ップS 2

5 6 に進める。

[0272] ステ ップS 2 5 6 において、動 きベ ク トルバ ッファ2 3 1 若 しくは正方形

スキップ ダイ レク 卜復号部 2 3 3 は、指定されたモ一 ドで動 きべ ク トル情

報 を生成する。実際には、スキップモー ド若 しくはダイ レク 卜モー ド以外の

場合、動 きべ ク トルバ ッファ2 3 が、復号された処理対象の動 きパーテ ィ

シ ヨンの動 きべ ク トル情報 を選択 し、スキップモ一 ド若 しくはダイ レク トモ

— ドの場合、正方形スキップ ダイ レク 卜復号部 2 3 3 が、隣接パーテ ィシ

ョンの動 きべ ク トルか ら、処理対象の動 きパーテ ィシ ョンの動 きべ ク トル情

報 を生成する。



[0273] ステ ップS 2 5 6 の処理を終了すると、動きベク トルバ ッファ2 3 1 若 し

くは正方形スキップ ダイレク 卜復号部 2 3 3 は、処理をステツプS 2 5 7

に進める。

[0274] ステ ップS 2 5 7 において、動き補償部 2 3 5 は、用意された動きべク 卜

ル情報を用いて予測画像を生成する。

[0275] ステ ップS 2 5 7 の処理を終了すると、動き補償部 2 3 5 は、インタ一予

測処理を終了し、処理を図 1 8 のステップS 2 3 4 に戻 し、予測処理を終了

させ、図 1 7 のステップS 2 0 8 に処理を戻させ、それ以降の処理を実行さ

せる。

[0276] 以上のようにすることにより、画像復号装置 2 0 0 は、画像符号化装置 1

0 0 により符号化されたコ一 ドス 卜リームを正 しく復号することができる。

したがって、画像復号装置 2 0 0 は、符号化効率を向上させることができる

[0277] なお、第 1 の実施の形態および第 2 の実施の形態においては、拡張マクロ

プロックについてのみ、長方形の動きパーティションにスキップモ一 ドゃダ

ィレク トモ一 ドを適用するように説明 したが、 これに限らない。

[0278] 例えば、 3 2 X 3 2 画素や 6 4 X 6 4 画素以上のサイズのマクロプロック

にのみ、長方形の動きパーティションにスキップモ一 ドゃダイレク トモー ド

を適用するように してもよい し、 8 X 8 画素や 4 X 4 画素以上のサイズのマ

クロプロックにのみ、長方形の動きパーティションにスキップモ一 ドゃダイ

レク トモ一 ドを適用するように してもよい し、全てのサイズのマクロプロッ

クにおいて、長方形の動きパーティションにスキップモ一 ドゃダイレク トモ

- ドを適用するように してもよい。

[0279] また、第 1 の実施の形態および第 2 の実施の形態においては、マクロプロ

ックを 2 分割する長方形のサブマクロプロックを動きパーティションとする

場合のみ、スキップモー ドやダイレク 卜モー ドを適用するように説明 したが

、 これに限らない。マクロプロックを 3 分割以上する長方形のサブマクロプ

ロックを動きパーティションとする場合についても、スキップモ一 ドゃダイ



レク トモ一 ドを適用するように してもよい。

[0280] 更 に、非正方形 の動 きパーテ ィシ ョンであれば、 どのような形状 のパ一テ

イシ ヨンにも適用することがで きる。例 えば、 Ken McCann, Woo-J i n Han, I L

-Koo K i m "Samsung' s Response t o the Ca LL for Proposa l s on V i deo Comp

ress i o n Techno logy", JCTVC-A1 24, 201 0年 4月 (以下、非特許文献 2 と称 す

る） においては、 図 2 0 に示 され るような、非対称分割 による動 きパーテ ィ

シ ヨンモー ドが提案 されている。 このような非対称分割 による 2 分割動 きパ

—テ イシ ヨンを、上述 した長方形動 きパーテ ィシ ョンと し、 スキ ップモー ド

や ダイ レク トモ一 ドを適用するように してもよい。

[0281 ] また、 Marta Karczewi cz, Pe i song Chen, Raj an Josh i , X i ang L i n Wang, W

e i -Jung Ch i en, Rahu L Pancha L, " V i deo cod i ng techno Logy proposa l by Qua

Lcomm Inc. " , JCTVC-A1 2 1, 201 0年 4月 （以下、非特許文献 3 と称 する） にお

いては、 図 2 1 に示 され るように、 と p を符号化パ ラメータと して、斜め

に分割する動 き補償パーテ ィシ ョンモ一 ドが提案 されている。 このような斜

め分割 による 2 分割動 きパーテ ィシ ョンを、上述 した長方形動 きパーテ ィシ

ヨンと し、 スキ ップモ一 ドゃ ダイ レク トモ一 ドを適用するように してもよい

[0282] なお、上述 したように、一般 的には、 スキ ップモー ドや ダイ レク 卜モー ド

はよ り大 きな領域 に適用するほ ど、符号化効率 の向上 によ り大 き く寄与する

ことになる。換言するに、 あ ま り小 さい領域 にスキ ップモー ドや ダイ レク 卜

モー ドを適用 しても符号化効率 の向上 にあ ま り寄与 しない。 そ こで、 スキ ッ

プモ一 ドゃ ダイ レク トモ一 ドを適用する領域 の大 きさに制 限を設 け、所定の

閾値 よ り大 きな領域 についてのみ適用するように してもよい。

[0283] 特 に、 図 2 0 や図 2 1 に示 され るような分割方法の場合、極 めて小 さい領

域 が生成 され ることが考 え られ る。 したが って、長方形動 きパーテ ィシ ョン

とする領域 の大 きさに制 限 （最小値） を設 けることによ り、 そのような領域

にスキ ップモ一 ドゃ ダイ レク トモ一 ドを適用 しないように し、符号化処理 の

負荷 を低減 させ るようにすることがで きる。



[0284] ところで、図 3 に示 されたような、 メデ ィアン予測 を用いた動 きベ ク トル

の符号化 を改善するため、 Jungyoup Yang, Kwanghyun Won, Byeungwoo Jeon,

Hayoon K i , " Mot i on Vector Cod i ng i t h Opt i ma l PMV Se lect i on" , VCE

G-AI22, 2008 年 7月 （以下、非特許文献 4 と称する）では、以下に述べ るよう

な方法が提案 されている。

[0285] すなわち、 AVC符号化方式において定義 されている、 メデ ィアン予測 によ り

求め られる" Spat i a L Pred i ctor (空 間予測 ) " に加え、以下に述べ る" Temp

ora L Pred i ctor (時間予測 ) " 及び" Spat i o-Tempora L Pred i ctor (時間 と空

間の予測）" の どれかを、予測動 きベ ク トル情報 と して、適応的に用いるこ

とが可能 にするものである。

[0286] すなわち、図 2 2 において、 " mvco L" を、 当該 プロックに対するco- Locat

edプロック （参照画像 において、 x y座標 が、 当該 プロックと同 じであるプロ

ック）に対する動 きベ ク トル情報、mvtk ( k = 0 乃至 8 ) をその周辺 プロッ

クの動 きべ ク トル情報であると して、 それぞれの予測動 きべ ク トル情報 （Pred

i ctor) は、以下の式 （1 7 ) 乃至 （1 9 ) によ り定義 される。

[0287] Tempora l Pred i ctor ：

[数 14]

mv m = median {mv , mv t()，...，mv 3 }

- （1 7 )

[ 数 15 ]

mv m = median {mv , mv t0 ..，mv }

( 1 8 )

Spat i o-Tempora L Pred i ctor ：

[数 16 ]

mv p = median {mv , mv , mv , mvb, v }

( 1 9 )



[0288] 画像符号化装置 1 0 0 においては、それぞれのプロックに関 して、それぞ

れの予測動きべク トル情報を用いた場合のコス ト関数が算出され、最適な予

測動きべク トル情報の選択が行われる。画像圧縮情報においては、それぞれ

のプロックに対 し、どの予測動きべク トル情報が用いられたかに関する情報

を示す f Lagが伝送される。

[0289] このような、図 2 2 に示されたような、Mot i on Vector Compet i t i onによる

動きべク トル符号化を行う際に、本技術を適用することも可能である。

[0290] 以上においては、AVCに準ずる方式による符号化を行う画像符号化装置、並

びに、AVCに準ずる方式による復号を行う画像復号装置を例にして説明 してき

たが、本技術の適用範囲はこれに限らず、スキップモー ドやダイレク トモ一

ドの動き予測 補償を伴う符号化処理を行うあらゆる画像符号化装置並びに

画像復号装置に適用することが可能である。

[0291 ] また、以上に説明 したb Lock_sk i p_d i rec し f Lag等の情報は、例えば、符号

化データの任意の位置に付加されるようにしてもよい し、符号化データとは

別に復号側に伝送されるようにしてもよい。例えば、可逆符号化部 1 0 6 が

、これらの情報を、 ビッ トス トリームにシンタックスとして記述するように

してもよい。また、可逆符号化部 1 0 6 が、これらの情報を、補助情報とし

て所定の領域に格納 して伝送するようにしてもよい。例えば、これらの情報

が、SEI (Sup Lementa L Enhancement Informat i on) 等のノ《ラメ一タセッ 卜 (

例えばシーケンスゃピクチャのへッダ等）に格納されるようにしてもよい。

[0292] また、可逆符号化部 1 0 6 が、これらの情報を、符号化データとは別に （

別のファイルとして）、画像符号化装置 1 0 0 から画像復号装置 2 0 0 に伝

送させるようにしてもよい。その場合、これらの情報と符号化データとの対

応関係を明確にする （復号側で把握することができるようにする）必要があ

るが、その方法は任意である。例えば、別途、対応関係を示すテ一プル情報

を作成 してもよい し、対応先のデータを示す リンク情報を互いのデータに埋

め込むなどしてもよい。

[0293] < 3 . 第 3 の実施の形態>



[ パーソナルコンピュータ]

上述 した一連の処理は、ハ 一 ドウエアにより実行させることもできる し、

ソフ トウェアにより実行させることもできる。 この場合、例えば、図 2 2 に

示されるようなパーソナルコンピュータとして構成されるように してもよい

[0294] 図 2 2 において、パーソナルコンピュータ 5 0 0 のCPU (Cent r a l Process i

ng Un i t ) 5 0 1 は、 ROM (Read On Ly Memory) 5 0 2 に記憶されているプロ

グラム、または記憶部 5 1 3 からRAM (Random Access Memory) 5 0 3 に口一

ドされたプログラムに従 って各種の処理を実行する。 RAM 5 0 3 にはまた、CP

U5 0 が各種の処理を実行する上において必要なデータなども適宜記憶され

る。

[0295] CPU 5 0 1 、 ROM 5 0 2 およびRAM 5 0 3 は、バス 5 0 4 を介 して相互に接

続されている。 このバス 5 0 4 にはまた、入出力インタフェース 5 1 0 も接

続されている。

[0296] 入出力インタフェース 5 1 0 には、キーボー ド、マウスなどよりなる入力

部 5 1 1 CRT (Cathode Ray Tube) や LCD ( L i qu i d Crysta l D i sp lay) など

よりなるディスプレイ、並びにスピーカなどよりなる出力部 5 1 2 、ハー ド

ディスクなどより構成される記憶部 5 3 、モデムなどより構成される通信

部 5 4 が接続されている。通信部 5 4 は、インタ一ネッ 卜を含むネッ 卜

ワークを介 しての通信処理を行う。

[0297] 入出力インタフェース 5 0 にはまた、必要に応 じて ドライブ 5 5 が接

続され、磁気ディスク、光ディスク、光磁気ディスク、或いは半導体メモ リ

などの リム一バブルメディア 5 が適宜装着され、それ らから読み出され

たコンピュータプログラムが、必要に応 じて記憶部 5 3 にインス ト一ルさ

れる。

[0298] 上述 した一連の処理をソフ トウェアにより実行させる場合には、そのソフ

トウェァを構成するプログラムが、ネッ 卜ワークや記録媒体からインス ト一

ルされる。



[0299] この記録 媒 体 は、 例 え ば、 図 2 2 に示 され る よ うに、 装 置 本 体 とは別 に、

ユ ーザ に プ ログラム を配信 す るため に配 布 され る、 プ ログラム が記録 され て

い る磁 気 デ ィス ク （フ レキ シ ブル デ ィス クを含 む）、 光 デ ィス ク （CD-ROM ( C

ompact D i s c - Read On Ly Memory) , DVD ( D i g i t a L Versat i Le D i sc) を含 む

) 、 光磁 気 デ ィス ク （MD ( M i n i D i sc) を含 む）、 若 しくは半導 体 メモ リな ど

よ りな る リム 一バ ブル メデ ィア 5 2 に よ り構 成 され るだ けで な く、 装 置 本

体 に予 め組 み込 まれ た状 態 で ユ ーザ に配信 され る、 プ ログラム が記録 され て

い る ROM 5 0 2 や、 記憶 部 5 3 に含 まれ るハ ー ドデ ィス クな どで構 成 され る

[0300] な お、 コ ン ピュー タが実 行 す る プ ログラム は、 本 明細書 で説 明 す る順 序 に

沿 って時 系 列 に処理 が行 わ れ る プ ログラム で あ って も良 い し、 並 列 に、 あ る

い は呼 び 出 しが行 わ れ た と き等 の必 要 な タイ ミ ングで処理 が行 わ れ る プ ログ

ラム で あ って も良 い。

[0301 ] また、 本 明細書 にお いて、 記録 媒 体 に記録 され る プ ログラム を記 述 す るス

テ ツプは、 記載 され た順 序 に沿 って時 系 列 的 に行 わ れ る処理 は もち ろん、 必

ず しも時 系 列 的 に処理 され な くとも、 並 列 的 あ るい は個 別 に実 行 され る処理

を も含 む もの で あ る。

[0302] また、 本 明細書 にお いて、 シ ステ ム とは、 複 数 のデバ イ ス （装 置 ） に よ り

構 成 され る装 置 全 体 を表 す もの で あ る。

[0303] また、 以 上 にお いて、 1 つ の装 置 （また は処理 部 ） と して説 明 した構 成 を

分 割 し、 複 数 の装 置 （また は処理 部 ） と して構 成 す る よ うに して も よい。 逆

に、 以 上 にお いて複 数 の装 置 （また は処理 部 ） と して説 明 した構 成 を ま とめ

て 1 つ の装 置 （また は処理 部 ） と して構 成 され る よ うに して も よい。 また、

各装 置 （また は各 処理 部 ） の構 成 に上 述 した以 外 の構 成 を付 加 す る よ うに し

て も もち ろん よい。 さ らに、 シ ス テ ム 全 体 と して の構 成 や動 作 が実 質 的 に同

じで あれ ば、 あ る装 置 （また は処理 部 ） の構 成 の一部 を他 の装 置 （また は他

の処理 部 ） の構 成 に含 め る よ うに して も よい。 つ ま り、 本技 術 の実施 の形 態

は、 上 述 した実施 の形 態 に限定 され る もの で はな く、 本技 術 の要 旨 を逸脱 し



ない範囲において種々の変更が可能である。

[0304] 例 えば、上述 した画像符号化装置や画像復号装置は、任意の電子機器に適

用することができる。以下にその例について説明する。

[0305] < 4 . 第 4 の実施の形態>

[ テ レビジ ョン受像機 ]

図 2 3 は、画像復号装置 2 0 0 を用いるテ レビジ ョン受像機の主な構成例

を示すプロック図である。

[0306] 図 2 3 に示されるテ レビジ ョン受像機 1 0 0 0 は、地上波チューナ 1 0 1

3 、 ビデオデコーダ 1 0 1 5 、映像信号処理回路 1 0 1 8 、 グラフィック生

成回路 1 0 1 9 、パネル駆動回路 1 0 2 0 、および表示パネル 1 0 2 1 を有

する。

[0307] 地上波チューナ 1 0 1 3 は、地上アナログ放送の放送波信号を、アンテナ

を介 して受信 し、復調 し、映像信号を取得 し、それをビデオデコーダ 1 0 1

5 に供給する。 ビデオデコーダ 1 0 1 5 は、地上波チューナ 1 0 1 3 か ら供

給された映像信号に対 してデコ一 ド処理を施 し、得 られたデジタルのコンポ

—ネン 卜信号を映像信号処理回路 1 0 1 8 に供給する。

[0308] 映像信号処理回路 1 0 1 8 は、 ビデオデコーダ 1 0 1 5 か ら供給された映

像データに対 してノィズ除去などの所定の処理を施 し、得 られた映像データ

をグラフィック生成回路 1 0 1 9 に供給する。

[0309] グラフィック生成回路 1 0 1 9 は、表示パネル 1 0 2 に表示させる番組

の映像データや、ネッ 卜ワークを介 して供給されるアプリケーシ ョンに基づ

く処理による画像デ一タなどを生成 し、生成 した映像デ一タや画像デ一タを

パネル駆動回路 1 0 2 0 に供給する。 また、 グラフィック生成回路 1 0 1 9

は、項 目の選択などにユーザにより利用される画面を表示するための映像デ

—タ （グラフィック）を生成 し、それを番組の映像データに重畳 した りする

ことによって得 られた映像データをパネル駆動回路 1 0 2 0 に供給するとい

つた処理も適宜行 う。

[031 0] パネル駆動回路 1 0 2 0 は、 グラフィック生成回路 1 0 1 9 か ら供給され



たデー タに基 づいて表示パ ネル 1 0 2 を駆動 し、番組 の映像 や上述 した各

種 の画面 を表示パ ネル 1 0 2 に表示 させ る。

[031 1 表示パ ネル 1 0 2 は LCD ( L i q u i d Crysta l D i s p lay) な どよ りな り、パ ネ

ル駆動 回路 1 0 2 0 による制御 に従 って番組 の映像 な どを表示 させ る。

[031 2 ] また、 テ レビジ ョン受像機 1 0 0 0 は、音声 A/D (Ana Log/D i g i t a L) 変換 回

路 1 0 1 4 、音声信号処理 回路 1 0 2 2 、 ェ コ一キ ャンセル / 音声合成 回路

1 0 2 3 、音声増幅 回路 1 0 2 4 、 および ス ピー カ 1 0 2 5 も有 す る。

[031 3 ] 地上波 チ ューナ 1 0 1 3 は、 受信 した放送波信号 を復調 す る ことによ り、

映像信号 だ けでな く音声信号 も取得 す る。地上波 チ ューナ 1 0 1 3 は、取得

した音声信号 を音声 A/D 変換 回路 1 0 1 4 に供給 す る。

[0314] 音声 A/D 変換 回路 1 0 1 4 は、地上波 チ ューナ 1 0 1 3 か ら供給 された音声

信号 に対 してA/D 変換処理 を施 し、得 られたデ ジタル の音声信号 を音声信号処

理 回路 1 0 2 2 に供給 す る。

[031 5 ] 音声信号処理 回路 1 0 2 2 は、音声 A/D 変換 回路 1 0 1 4 か ら供給 された音

声デー タに対 して ノイズ除去 な どの所定の処理 を施 し、得 られた音声デー タ

をエ コーキ ャンセル / 音声合成 回路 1 0 2 3 に供給 す る。

[031 6 ] エ コーキ ャンセル / 音声合成 回路 1 0 2 3 は、音声信号処理 回路 1 0 2 2

か ら供給 された音声デー タを音声増幅 回路 1 0 2 4 に供給 す る。

[031 7 ] 音声増幅 回路 1 0 2 4 は、 エ コーキ ャンセル / 音声合成 回路 1 0 2 3 か ら

供給 された音声デー タに対 してD/A 変換処理、増幅処理 を施 し、所定の音量 に

調整 した後、音声 をス ピー カ 1 0 2 5 か ら出力 させ る。

[031 8 ] さ らに、 テ レビジ ョン受像機 1 0 0 0 は、 デ ジタル チ ューナ 1 0 1 6 およ

びMPEGデ コー ダ 1 0 1 7 も有 す る。

[031 9 ] デ ジタル チ ューナ 1 0 1 6 は、 デ ジタル放送 （地上デ ジタル放送、 BS (Bro

adcast i ng Sate LL i te) CS (Commun i cat i ons Sate LL i te) テ ン タ ソレ方夂 ) の

放送波信号 を、 ア ンテナ を介 して受信 し、復調 し、 MPEG-TS (Mov i ng P i cture

Experts Group-Transport St ream) を取得 し、 それ をMPEGデ コー ダ 1 0 1 7

に供給 す る。



[0320] MPEGデ コー ダ 1 0 1 7 は、 デ ジ タル チ ュー ナ 1 0 1 6 か ら供 給 され た MPEG-

TSに施 され て い る ス ク ラ ン ブル を解 除 し、 再 生 対 象 （視 聴 対 象 ） にな って い

る番 組 の デ ー タ を含 む ス トリー ム を抽 出 す る。 MPEGデ コー ダ 1 0 1 7 は、 抽

出 した ス トリー ム を構 成 す る音 声 バ ケ ツ 卜をデ コー ドし、 得 られ た音 声 デ 一

タ を音 声 信 号 処 理 回路 1 0 2 2 に供 給 す る と とも に、 ス トリー ム を構 成 す る

映像 バ ケ ツ 卜をデ コー ドし、 得 られ た 映像 デ ー タ を映像 信 号 処 理 回路 1 0 1

8 に供 給 す る。 また、 MPEGデ コー ダ 1 0 1 7 は、 MPEG-TS か ら抽 出 した EPG ( E

Lect ron i c Program Gu i de) デ ー タ を図示 せ ぬ 経 路 を介 して CPU 1 0 3 2 に供 給

す る。

[0321 ] テ レ ビジ ョン受像 機 1 0 0 0 は、 この よ うに映像 パ ケ ッ トをデ コー ドす るM

PEGデ コー ダ 1 0 1 7 と して、 上 述 した画 像 復 号 装 置 2 0 0 を用 い る。 な お、

放 送 局 等 よ り送 信 され るMPEG-TS は、 画 像 符 号 化 装 置 1 0 0 に よ って符 号 化 さ

れ て い る。

[0322] MPEGデ コー ダ 1 0 1 7 は、 画 像 復 号 装 置 2 0 0 の場 合 と同様 に、 モ ー ド情

報 や b Lock_sk i p_d i rect_f Lag に基 づ い て、 長 方 形 動 きパ 一 テ ィシ ョンの ス キ

ップモ 一 ドゃ ダ イ レク トモ 一 ドを検 出 し、 それ ぞれ の モ 一 ドで復 号 処 理 を行

う こ とが で きる。 した が って、 MPEGデ コー ダ 1 0 1 7 は、 長 方 形 動 きパ 一 テ

イシ ョンに対 して ス キ ップモ 一 ドゃ ダ イ レク トモ 一 ドを適 用 した コ一 ドス 卜

リー ム を正 しく復 号 す る こ とが で き、 符 号 化 効 率 を向上 させ る こ とが で きる

[0323] MPEGデ コー ダ 1 0 1 7 か ら供 給 され た 映像 デ ー タ は、 ビデ オ デ コー ダ 1 0

5 か ら供 給 され た 映像 デ ー タの場 合 と同様 に、 映像 信 号 処 理 回路 1 0 1 8

に お い て所 定 の処 理 が施 され、 グ ラ フ ィ ック生成 回路 1 0 1 9 に お い て、 生

成 され た 映像 デ ー タ等 が適 宜 重 畳 され、 パ ネル 駆 動 回路 1 0 2 0 を介 して表

示 パ ネル 1 0 2 に供 給 され、 そ の画 像 が表 示 され る。

[0324] MPEGデ コー ダ 1 0 1 7 か ら供 給 され た音 声 デ ー タ は、 音 声 A/D 変 換 回路 1 0

1 4 か ら供 給 され た音 声 デ ー タの場 合 と同様 に、 音 声 信 号 処 理 回路 1 0 2 2

に お い て所 定 の処 理 が施 され、 エ コー キ ャ ンセル / 音 声 合 成 回路 1 0 2 3 を



介 して 音 声 増 幅 回路 1 0 2 4 に供 給 され 、 D/A 変 換 処 理 や 増 幅 処 理 が施 され る

。 そ の結 果 、 所 定 の 音 量 に調 整 され た 音 声 が ス ピー カ 1 0 2 5 か ら出 力 され

る。

[0325] ま た、 テ レ ビジ ョン受 像 機 1 0 0 0 は、 マ イ ク ロホ ン 1 0 2 6 、 お よび A/D

変 換 回路 1 0 2 7 も有 す る。

[0326] A/D 変 換 回路 1 0 2 7 は、 音 声 会 話 用 の も の と して テ レ ビジ ョン受 像 機 1 0

0 0 に設 け られ る マ イ ク ロホ ン 1 0 2 6 に よ り取 り込 まれ た ユ ー ザ の 音 声 の

信 号 を受 信 し、 受 信 した 音 声 信 号 に対 してA/D 変 換 処 理 を施 し、 得 られ た デ ジ

タル の 音 声 デ ー タ を エ コー キ ャ ンセ ル / 音 声 合 成 回路 1 0 2 3 に供 給 す る。

[0327] エ コー キ ャ ンセ ル / 音 声 合 成 回路 1 0 2 3 は、 テ レ ビジ ョン受 像 機 1 0 0

0 の ユ ー ザ （ユ ー ザ A ) の 音 声 の デ ー タ がA/D 変 換 回路 1 0 2 7 か ら供 給 され

て い る場 合 、 ユ ー ザ A の 音 声 デ ー タ を対 象 と して エ コー キ ャ ンセ ル を行 い、

他 の 音 声 デ ー タ と合 成 す る な ど して得 られ た 音 声 の デ ー タ を、 音 声 増 幅 回路

1 0 2 4 を介 して ス ピー カ 1 0 2 5 よ り出 力 させ る。

[0328] さ らに、 テ レ ビジ ョン受 像 機 1 0 0 0 は、 音 声 コ一 デ ッ ク 1 0 2 8 、 内部

ノ スヽ 1 0 2 9 、 SDRAM (Synchronous Dynam i c Random Access Memory) ι 0 3

0 、 フ ラ ッシ ュ メ モ リ 1 0 3 1 、 CPU 0 3 2 USB (Un i versa l Ser i a l Bus)

I/F 0 3 3 、 お よび ネ ッ 卜ワー ク I/F 0 3 4 も有 す る。

[0329] A/D 変 換 回路 1 0 2 7 は、 音 声 会 話 用 の も の と して テ レ ビジ ョン受 像 機 1 0

0 0 に設 け られ る マ イ ク ロホ ン 1 0 2 6 に よ り取 り込 まれ た ユ ー ザ の 音 声 の

信 号 を受 信 し、 受 信 した 音 声 信 号 に対 してA/D 変 換 処 理 を施 し、 得 られ た デ ジ

タル の 音 声 デ ー タ を音 声 コ一 デ ッ ク 1 0 2 8 に供 給 す る。

[0330] 音 声 コ一 デ ッ ク 1 0 2 8 は、 A/D 変 換 回路 1 0 2 7 か ら供 給 され た 音 声 デ 一

タ を、 ネ ッ 卜ワー ク経 由 で 送 信 す る た め の 所 定 の フ 才一 マ ツ 卜の デ ー タ に変

換 し、 内部 バ ス 1 0 2 9 を介 して ネ ッ 卜ワー ク I/F 0 3 4 に供 給 す る。

[0331 ] ネ ッ トワー ク I/F 1 0 3 4 は、 ネ ッ トワー ク端 子 1 0 3 5 に装 着 され た ケ 一

プル を介 して ネ ッ 卜ワー ク に接 続 され る。 ネ ッ 卜ワー ク I/F 1 0 3 4 は、 例 え

ば、 そ の ネ ッ 卜ワー ク に接 続 され る他 の装 置 に対 して、 音 声 コ一 デ ッ ク 1 0



2 8 か ら供 給 され た音 声 デ ー タ を送信 す る。 また、 ネ ッ トワー ク I/F 1 0 3 4

は、 例 え ば、 ネ ッ トワー クを介 して接 続 され る他 の装 置 か ら送信 され る音 声

デ ー タ を、 ネ ッ トワー ク端 子 1 0 3 5 を介 して受信 し、 それ を、 内部 バ ス 1

0 2 9 を介 して音 声 コ一デ ック 1 0 2 8 に供 給 す る。

[0332] 音 声 コ一デ ック 1 0 2 8 は、 ネ ッ トワー ク I/F 1 0 3 4 か ら供 給 され た音 声

デ ー タ を所 定 の フ 才一 マ ツ 卜のデ ー タ に変換 し、 それ をエ コー キ ャ ンセル /

音 声 合成 回路 1 0 2 3 に供 給 す る。

[0333] エ コー キ ャ ンセル / 音 声 合成 回路 1 0 2 3 は、 音 声 コ一デ ック 1 0 2 8 か

ら供 給 され る音 声 デ ー タ を対 象 と して エ コー キ ャ ンセル を行 い、 他 の音 声 デ

— 夕 と合成 す るな ど して得 られ た音 声 のデ ー タ を、 音 声増 幅 回路 1 0 2 4 を

介 して ス ピー カ 1 0 2 5 よ り出力 させ る。

[0334] SDRAM 0 3 0 は、 CPU 1 0 3 が処理 を行 う上 で必 要 な各種 のデ 一 タ を記

憶 す る。

[0335] フラ ッシ ュメモ リ 1 0 3 1 は、 CPU 1 0 3 2 に よ り実 行 され る プ ログラム を

記憶 す る。 フラ ッシ ュメモ リ 1 0 3 1 に記憶 され て い る プ ログラム は、 テ レ

ビジ ョン受像機 1 0 0 0 の起 動 時 な どの所 定 の タイ ミ ングで CPU 0 3 2 に よ

り読 み 出 され る。 フラ ッシ ュメモ リ 1 0 3 1 には、 デ ジ タル放 送 を介 して取

得 され た EPGデ ー タ、 ネ ッ 卜ワー クを介 して所 定 のサ ーバ か ら取得 され たデ 一

夕な ども記憶 され る。

[0336] 例 え ば、 フラ ッシ ュメモ リ 1 0 3 1 には、 CPU 1 0 3 2 の制 御 に よ りネ ッ 卜

ワー クを介 して所 定 のサ ーバ か ら取得 され た コ ンテ ンツデ ー タ を含 む MPEG-TS

が記憶 され る。 フラ ッシ ュメモ リ 1 0 3 1 は、 例 え ば CPU 1 0 3 2 の制 御 に よ

り、 その MPEG-TS を、 内部 バ ス 1 0 2 9 を介 して MPEGデ コー ダ 1 0 1 7 に供 給

す る。

[0337] MPEGデ コー ダ 1 0 1 7 は、 デ ジ タル チ ュー ナ 1 0 1 6 か ら供 給 され た MPEG-

TSの場 合 と同様 に、 その MPEG-TS を処理 す る。 この よ うにテ レビジ ョン受像機

1 0 0 0 は、 映像 や音 声 等 よ りな る コ ンテ ンツデ ー タ を、 ネ ッ トワー クを介

して受信 し、 MPEGデ コー ダ 1 0 1 7 を用 いてデ コー ドし、 その映像 を表 示 さ



せ た り、 音 声 を 出力 させ た りす る こ とが で きる。

[0338] また、 テ レ ビジ ョン受像 機 1 0 0 0 は、 リモ ー トコ ン トロー ラ 1 0 5 1 か

ら送 信 され る赤 外 線 信 号 を受 光 す る受 光 部 1 0 3 7 も有 す る。

[0339] 受 光 部 1 0 3 7 は、 リモ ー トコ ン トロー ラ 1 0 5 1 か らの 赤 外 線 を受 光 し

、 復 調 して得 られ た ユ ー ザ操 作 の 内容 を表 す制 御 コー ドを CPU 1 0 3 2 に 出力

す る。

[0340] CPU 0 3 2 は、 フ ラ ッシ ュ メ モ リ 1 0 3 に記 憶 され て い る プ ロ グ ラム を

実 行 し、 受 光 部 1 0 3 7 か ら供 給 され る制 御 コー ドな どに応 じて テ レ ビジ ョ

ン受像 機 1 0 0 0 の 全 体 の動 作 を制 御 す る。 CPU 1 0 3 2 とテ レ ビジ ョン受像

機 1 0 0 0 の 各 部 は、 図示 せ ぬ 経 路 を介 して接 続 され て い る。

[0341 ] USB I/F 1 0 3 3 は、 USB端 子 1 0 3 6 に装 着 され た USBケ 一 プル を介 して接

続 され る、 テ レ ビジ ョン受像 機 1 0 0 0 の 外 部 の機 器 との 間 で デ ー タの送 受

信 を行 う。 ネ ッ トワー ク I/F 1 0 3 4 は、 ネ ッ トワー ク端 子 1 0 3 5 に装 着 さ

れ た ケ 一 プル を介 して ネ ッ 卜ワー ク に接 続 し、 ネ ッ 卜ワー ク に接 続 され る各

種 の装 置 と音 声 デ ー タ以 外 の デ ー タの送 受信 も行 う。

[0342] テ レ ビジ ョン受像 機 1 0 0 0 は、 MPEGデ コー ダ 1 0 1 7 と して画 像 復 号 装

置 2 0 0 を用 い る こ とに よ り、 ア ンテ ナ を介 して 受信 す る放 送 波 信 号 や、 ネ

ッ 卜ワー ク を介 して取 得 す る コ ンテ ンツデ ー タが、 長 方 形 動 きパ ー テ ィシ ョ

ンに対 して ス キ ップモ 一 ドゃ ダ イ レク トモ 一 ドを適 用 して符 号 化 され て い る

場 合 で あ って も、 コ 一 ドス トリ一 厶 を正 しく復 号 す る こ とが で き、 符 号 化 効

率 を向上 させ る こ とが で きる。

[0343] < 5 . 第 5 の 実 施 の形 態 >

[ 携 帯 電 話機 ]

図 2 4 は、 画 像 符 号 化 装 置 1 0 0 お よび 画 像 復 号 装 置 2 0 0 を用 い る携 帯

電 話機 の 主 な構 成 例 を示 す プ ロ ック図 で あ る。

[0344] 図 2 4 に示 され る携 帯 電 話機 1 1 0 0 は、 各 部 を統 括 的 に制 御 す る よ うに

な され た 主制 御 部 1 1 5 0 、 電源 回路 部 1 1 5 1 、 操 作 入 力制 御 部 1 1 5 2

、 画 像 エ ン コー ダ 1 1 5 3 、 カ メ ラ I/F 部 1 1 5 4 、 LCD制 御 部 1 1 5 5 、 画



像デコーダ 1 1 5 6 、多重分離部 1 1 5 7 、記録再生部 1 1 6 2 、変復調回

路部 1 1 5 8 、および音声コ一デック 1 1 5 9 を有する。これらは、バス 1

6 0 を介 して互いに接続されている。

[0345] また、携帯電話機 1 1 0 0 は、操作キ一 1 1 1 9 、 CCD (Charge Coup led D

e i ces) カメラ 1 1 1 6 、液晶ディスプレイ 1 1 1 8 、記憶部 1 1 2 3 、送

受信回路部 1 1 6 3 、アンテナ 1 1 1 4 、マイクロホン （マイク） 1 1 2 1

、およびスピーカ 1 1 1 7 を有する。

[0346] 電源回路部 1 1 5 1 は、ュ一ザの操作により終話および電源キ一がオン状

態にされると、バッテ リパックから各部に対 して電力を供給することにより

携帯電話機 1 1 0 0 を動作可能な状態に起動する。

[0347] 携帯電話機 1 1 0 0 は、CPU、 ROMおよびRAM等でなる主制御部 1 1 5 0 の制

御に基づいて、音声通話モー ドやデータ通信モー ド等の各種モー ドで、音声

信号の送受信、電子メールや画像データの送受信、画像撮影、またはデータ

記録等の各種動作を行う。

[0348] 例えば、音声通話モー ドにおいて、携帯電話機 1 1 0 0 は、マイクロホン

(マイク） 1 1 2 1 で集音 した音声信号を、音声コ一デック 1 1 5 9 によつ

てデジタル音声データに変換 し、これを変復調回路部 1 1 5 8 でスぺ ク トラ

厶拡散処理 し、送受信回路部 1 1 6 3 でデジタルアナログ変換処理および周

波数変換処理する。携帯電話機 1 1 0 0 は、その変換処理により得 られた送

信用信号を、アンテナ 1 1 1 4 を介 して図示 しない基地局へ送信する。基地

局へ伝送された送信用信号 （音声信号）は、公衆電話回線網を介 して通話相

手の携帯電話機に供給される。

[0349] また、例えば、音声通話モー ドにおいて、携帯電話機 1 1 0 0 は、アンテ

ナ 1 1 1 4 で受信 した受信信号を送受信回路部 1 1 6 3 で増幅 し、さらに周

波数変換処理およびアナログデジタル変換処理 し、変復調回路部 1 1 5 8 で

スペ ク トラム逆拡散処理 し、音声コ一デック 1 1 5 9 によってアナログ音声

信号に変換する。携帯電話機 1 1 0 0 は、その変換 して得 られたアナログ音

声信号をスピーカ 1 1 1 7 から出力する。



[0350] 更に、例えば、データ通信モー ドにおいて電子メールを送信する場合、携

帯電話機 1 1 0 0 は、操作キ一 1 1 1 9 の操作によって入力された電子メ一

ルのテキス トデータを、操作入力制御部 1 1 5 2 において受け付ける。携帯

電話機 1 1 0 0 は、そのテキス トデータを主制御部 1 1 5 0 において処理 し

、 LCD制御部 1 1 5 5 を介 して、画像として液晶ディスプレイ 1 1 1 8 に表示

させる。

[0351 ] また、携帯電話機 1 1 0 0 は、主制御部 1 1 5 0 において、操作入力制御

部 1 1 5 2 が受け付けたテキス トデータやユーザ指示等に基づいて電子メ一

ルデータを生成する。携帯電話機 1 1 0 0 は、その電子メールデータを、変

復調回路部 1 1 5 8 でスペクトラム拡散処理 し、送受信回路部 1 1 6 3 でデ

ジタルアナログ変換処理および周波数変換処理する。携帯電話機 1 1 0 0 は

、その変換処理により得られた送信用信号を、アンテナ 1 1 1 4 を介 して図

示 しない基地局へ送信する。基地局へ伝送された送信用信号 （電子メール）

は、ネットワークおよびメールサーバ等を介 して、所定のあて先に供給され

る。

[0352] また、例えば、データ通信モー ドにおいて電子メールを受信する場合、携

帯電話機 1 1 0 0 は、基地局から送信された信号を、アンテナ 1 1 1 4 を介

して送受信回路部 1 1 6 3 で受信 し、増幅 し、さらに周波数変換処理および

アナログデジタル変換処理する。携帯電話機 1 1 0 0 は、その受信信号を変

復調回路部 1 1 5 8 でスペクトラム逆拡散処理 して元の電子メールデータを

復元する。携帯電話機 1 1 0 0 は、復元された電子メールデータを、LCD制御

部 1 1 5 5 を介 して液晶ディスプレイ 1 1 1 8 に表示する。

[0353] なお、携帯電話機 1 1 0 0 は、受信 した電子メールデータを、記録再生部

6 2 を介 して、記憶部 1 1 2 3 に記録する （記憶させる）ことも可能で

ある。

[0354] この記憶部 1 1 2 3 は、書き換え可能な任意の記憶媒体である。記憶部 1

2 3 は、例えば、RAMや内蔵型フラッシュメモリ等の半導体メモリであって

もよいし、ハー ドディスクであってもよいし、磁気ディスク、光磁気デイス



ク、光ディスク、USBメモリ、またはメモリカード等のリム一バブルメディア

であってもよい。もちろん、これら以外のものであってもよい。

[0355] さらに、例えば、データ通信モードにおいて画像データを送信する場合、

携帯電話機 1 1 0 0 は、撮像によりCCDカメラ 1 1 1 6 で画像データを生成す

る。CCDカメラ 1 1 1 6 は、レンズや絞り等の光学デバイスと光電変換素子と

してのCCDを有し、被写体を撮像し、受光した光の強度を電気信号に変換し、

被写体の画像の画像データを生成する。CCDカメラ 1 1 1 6 は、その画像デ一

タを、カメラI/F 部 1 1 5 4 を介して、画像エンコーダ 1 1 5 3 で符号化し、

符号化画像データに変換する。

[0356] 携帯電話機 1 1 0 0 は、このような処理を行う画像エンコーダ 1 1 5 3 と

して、上述した画像符号化装置 1 0 0 を用いる。画像エンコーダ 1 1 5 3 は

、画像符号化装置 1 0 0 の場合と同様に、長方形動きパーティションに対し

てもスキップモ一ドゃダイレクトモ一ドを適用し、候補モ一ドの 1つとして

動きベクトル情報を算出し、コスト関数を評価する。したがって、画像ェン

コーダ 1 1 5 3 は、より大きな領域にスキップモードやダイレク卜モードを

適用させることができ、符号化効率を向上させることができる。

[0357] なお、携帯電話機 1 1 0 0 は、このとき同時に、CCDカメラ 1 1 1 6 で撮像

中にマイクロホン （マイク） 1 1 2 1で集音した音声を、音声コ一デック 1

1 5 9 においてアナログデジタル変換し、さらに符号化する。

[0358] 携帯電話機 1 1 0 0 は、多重分離部 1 1 5 7 において、画像エンコーダ 1

5 3 から供給された符号化画像データと、音声コ一デック 1 1 5 9 から供

給されたデジタル音声データとを、所定の方式で多重化する。携帯電話機 1

1 0 0 は、その結果得られる多重化データを、変復調回路部 1 1 5 8 でスぺ

クトラ厶拡散処理し、送受信回路部 1 1 6 3 でデジタルアナログ変換処理お

よび周波数変換処理する。携帯電話機 1 1 0 0 は、その変換処理により得ら

れた送信用信号を、アンテナ 1 1 1 4 を介して図示しない基地局へ送信する

。基地局へ伝送された送信用信号 （画像データ）は、ネットワーク等を介し

て、通信相手に供給される。



[0359] なお、画像データを送信 しない場合、携帯電話機 1 1 0 0 は、CCDカメラ 1

6 で生成 した画像データを、画像エンコーダ 1 1 5 3 を介さずに、LCD制

御部 1 1 5 5 を介 して液晶ディスプレイ 1 1 1 8 に表示させることもできる

[0360] また、例えば、データ通信モー ドにおいて、簡易ホームページ等にリンク

された動画像ファイルのデータを受信する場合、携帯電話機 1 1 0 0 は、基

地局から送信された信号を、アンテナ 1 1 1 4 を介 して送受信回路部 1 1 6

3 で受信 し、増幅 し、さらに周波数変換処理およびアナログデジタル変換処

理する。携帯電話機 1 1 0 0 は、その受信信号を変復調回路部 1 1 5 8 でス

ぺク卜ラム逆拡散処理 して元の多重化データを復元する。携帯電話機 1 1 0

0 は、多重分離部 1 1 5 7 において、その多重化データを分離 して、符号化

画像データと音声データとに分ける。

[0361 ] 携帯電話機 1 1 0 0 は、画像デコーダ 1 1 5 6 において符号化画像データ

をデコー ドすることにより、再生動画像データを生成 し、これを、LCD制御部

1 5 5 を介 して液晶ディスプレイ 1 1 1 8 に表示させる。これにより、例

えば、簡易ホームページにリンクされた動画像ファイルに含まれる動画デ一

夕が液晶ディスプレイ 1 1 1 8 に表示される。

[0362] 携帯電話機 1 1 0 0 は、このような処理を行う画像デコーダ 1 1 5 6 とし

て、上述 した画像復号装置 2 0 0 を用いる。つまり、画像デコーダ 1 1 5 6

は、画像復号装置 2 0 0 の場合と同様に、長方形動きパーティションのスキ

ップモ一 ドゃダイレクトモ一 ドを検出し、それぞれのモ一 ドで復号処理を行

うことができる。 したがって、画像デコーダ 1 1 5 6 は、長方形動きパ一テ

イションに対 してもスキップモ一 ドゃダイレクトモ一 ドを適用したコ一 ドス

卜リームを正しく復号することができ、符号化効率を向上させることができ

る。

[0363] このとき、携帯電話機 1 1 0 0 は、同時に、音声コ一デック 1 1 5 9 にお

いて、デジタルの音声データをアナログ音声信号に変換 し、これをスピーカ

7 より出力させる。これにより、例えば、簡易ホームページにリンク



され た動 画 像 フ ァイル に含 まれ る音 声 デ ー タが再 生 され る。

[0364] な お、 電 子 メール の場 合 と同様 に、 携 帯 電 話機 1 1 0 0 は、 受信 した簡 易

ホ ー ムペ ー ジ等 に リン ク され た デ ー タ を、 記 録 再 生部 1 1 6 2 を介 して、 記

憶 部 1 1 2 3 に記 録 す る （記 憶 させ る） こ とも可 能 で あ る。

[0365] また、 携 帯 電 話機 1 1 0 0 は、 主制 御 部 1 1 5 0 に お い て、 撮 像 され て CCD

カ メ ラ 1 1 1 6 で得 られ た 2 次 元 コー ドを解 析 し、 2 次 元 コー ドに記 録 され

た情 報 を取 得 す る こ とが で きる。

[0366] さ らに、 携 帯 電 話機 1 1 0 0 は、 赤 外 線 通 信 部 1 1 8 で 赤 外 線 に よ り外

部 の機 器 と通 信 す る こ とが で きる。

[0367] 携 帯 電 話機 1 1 0 0 は、 画 像 エ ン コー ダ 1 1 5 3 と して画 像 符 号 化 装 置 1

0 0 を用 い る こ とに よ り、 例 え ば CCDカ メ ラ 1 1 1 6 に お い て 生成 され た画 像

デ ー タ を符 号 化 して伝 送 す る際 に、 そ の画 像 デ ー タの長 方 形 動 きパ ー テ ィシ

ョンに対 して ス キ ップモ 一 ドゃ ダ イ レク トモ 一 ドを適 用 し、 符 号 化 す る こ と

が で き、 符 号 化 効 率 を向上 させ る こ とが で きる。

[0368] また、 携 帯 電 話機 1 1 0 0 は、 画 像 デ コー ダ 1 1 5 6 と して画 像 復 号 装 置

2 0 0 を用 い る こ とに よ り、 例 え ば、 簡 易 ホ ー ムペ ー ジ等 に リン ク され た動

画 像 フ ァイル の デ ー タ （符 号 化 デ ー タ） が、 長 方 形 動 きパ ー テ ィシ ョンに対

して ス キ ップモ 一 ドゃ ダ イ レク トモ 一 ドを適 用 して符 号 化 され て い る場 合 で

あ って も、 コ 一 ドス トリ一 厶 を正 しく復 号 す る こ とが で き、 符 号 化 効 率 を向

上 させ る こ とが で きる。

[0369] な お、 以 上 に お い て、 携 帯 電 話機 1 1 0 0 が、 CCDカ メ ラ 1 1 1 6 を用 い る

よ うに説 明 した が、 この CCDカ メ ラ 1 1 1 6 の代 わ りに、 CMOS (Comp Lementar

y Meta L Ox i d e Sem i conductor) を用 い た イ メー ジ セ ンサ （CMOSイ メー ジ セ ン

サ ） を用 い る よ うに して も よ い。 この場 合 も、 携 帯 電 話機 1 1 0 0 は、 CCD力

メ ラ 1 1 1 6 を用 い る場 合 と同様 に、 被 写 体 を撮 像 し、 被 写 体 の画 像 の画 像

デ ー タ を生成 す る こ とが で きる。

[0370] また、 以 上 に お い て は携 帯 電 話機 1 1 0 0 と して説 明 した が、 例 え ば、 PDA

(Persona l D i g i t a l Ass i stants) 、 ス マ ー トフ ォ ン、 UMPC ( U Lt r a Mob i Le P



ersona L Computer) ネ ッ トプ ッ ク、 ノ 一 卜型 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 等 、

こ の 携 帯 電 話 機 1 1 0 0 と 同 様 の 撮 像 機 能 や 通 信 機 能 を有 す る装 置 で あ れ ば

、 ど の よ う な 装 置 で あ っ て も携 帯 電 話 機 1 1 0 0 の 場 合 と 同 様 に、 画 像 符 号

化 装 置 1 0 0 お よ び 画 像 復 号 装 置 2 0 0 を 適 用 す る こ と が で き る。

[0371 ] < 6 . 第 6 の 実 施 の 形 態 >

[ ハ ー ドデ ィ ス ク レ コ ー ダ ]

図 2 5 は 、 画 像 符 号 化 装 置 1 0 0 お よ び 画 像 復 号 装 置 2 0 0 を 用 い る ハ 一

ドデ ィ ス ク レ コ ー ダ の 主 な 構 成 例 を 示 す プ ロ ッ ク 図 で あ る。

[0372] 図 2 5 に 示 さ れ る ハ ー ドデ ィ ス ク レ コ ー ダ （HDD レ コ ー ダ ） 1 2 0 0 は 、 チ

ュ 一 ナ に よ り受 信 さ れ た 、 衛 星 や 地 上 の ア ンテ ナ 等 よ り送 信 さ れ る放 送 波 信

号 （テ レ ビジ ョ ン信 号 ） に 含 ま れ る放 送 番 組 の 才 一 デ ィ才 デ ー タ と ビデ オ デ

— タ を、 内 蔵 す る ハ ー ドデ ィ ス ク に保 存 し、 そ の 保 存 した デ ー タ を ユ ー ザ の

指 示 に 応 じた タ イ ミ ン グ で ユ ー ザ に提 供 す る装 置 で あ る。

[0373] ハ ー ドデ ィ ス ク レ コ ー ダ 1 2 0 0 は 、 例 え ば 、 放 送 波 信 号 よ りオ ー デ ィオ

デ ー タ と ビデ オ デ ー タ を 抽 出 し、 そ れ ら を 適 宜 復 号 し、 内 蔵 す る ハ ー ドデ ィ

ス ク に 記 憶 さ せ る こ と が で き る。 ま た 、 ハ ー ドデ ィ ス ク レ コ ー ダ 1 2 0 0 は

、 例 え ば 、 ネ ッ トワ ー ク を介 して 他 の 装 置 か らオ ー デ ィオ デ ー タ や ビデ オ デ

— タ を 取 得 し、 そ れ ら を 適 宜 復 号 し、 内 蔵 す る ハ ー ドデ ィ ス ク に 記 憶 さ せ る

こ と も で き る。

[0374] さ ら に、 ハ ー ドデ ィ ス ク レ コ ー ダ 1 2 0 0 は 、 例 え ば 、 内 蔵 す る ハ ー ドデ

イ ス ク に 記 録 さ れ て い る オ ー デ ィオ デ ー タ や ビデ オ デ ー タ を復 号 して モ ニ タ

1 2 6 0 に 供 給 し、 モ ニ タ 1 2 6 0 の 画 面 に そ の 画 像 を表 示 さ せ 、 モ ニ タ 1

2 6 0 の ス ピー カ よ りそ の 音 声 を 出 力 さ せ る こ と が で き る。 ま た 、 ハ ー ドデ

イ ス ク レ コ ー ダ 1 2 0 0 は 、 例 え ば 、 チ ュ ー ナ を介 して 取 得 さ れ た 放 送 波 信

号 よ り抽 出 さ れ た オ ー デ ィオ デ ー タ と ビデ オ デ ー タ、 ま た は 、 ネ ッ トワ ー ク

を介 して 他 の 装 置 か ら取 得 した 才 一 デ ィ才 デ 一 タ ゃ ビデ オ デ 一 タ を復 号 して

モ ニ タ 1 2 6 0 に 供 給 し、 モ ニ タ 1 2 6 0 の 画 面 に そ の 画 像 を表 示 さ せ 、 モ

ニ タ 1 2 6 0 の ス ピ一 力 よ りそ の 音 声 を 出 力 さ せ る こ と も で き る。



[0375] もちろん、 この他の動作も可能である。

[0376] 図 2 5 に示されるように、ハー ドデ ィスクレコーダ 1 2 0 0 は、受信部 1

2 2 1 、復調部 1 2 2 2 、デマルチプレクサ 1 2 2 3 、オーデ ィオデコーダ

1 2 2 4 、 ビデオデコーダ 1 2 2 5 、および レコーダ制御部 1 2 2 6 を有す

る。ハ 一 ドデ ィスクレコーダ 1 2 0 0 は、さらに、 EPGデータメモ リ 1 2 2 7

、 プログラムメモ リ 1 2 2 8 、 ワークメモ リ 1 2 2 9 、デ ィスプレイコンパ

—タ 1 2 3 0 、 OSD (On Screen Di sp lay) 制御部 1 2 3 1 、デ ィスプレイ制

御部 1 2 3 2 、記録再生部 1 2 3 3 、 D/Aコ ンバ 一 タ 1 2 3 4 、および通信部

3 5 を有する。

[0377] また、デ ィスプレイコンバータ 1 2 3 0 は、 ビデオエンコーダ 1 2 4 1 を

有する。記録再生部 1 2 3 3 は、エ ンコーダ 1 2 5 1 およびデコーダ 1 2 5

2 を有する。

[0378] 受信部 1 2 2 1 は、 リモー トコ ン トロー ラ （図示せず）か らの赤外線信号

を受信 し、電気信号に変換 して レコーダ制御部 1 2 2 6 に出力する。 レコ一

ダ制御部 1 2 2 6 は、例えば、マイクロプロセッサなどにより構成され、 プ

ログラムメモ リ 1 2 2 8 に記憶されているプログラムに従 って、各種の処理

を実行する。 レコーダ制御部 1 2 2 6 は、 このとき、 ワークメモ リ 1 2 2 9

を必要に応 じて使用する。

[0379] 通信部 1 2 3 5 は、ネッ トワークに接続され、ネッ トワークを介 して他の

装置 との通信処理を行 う。例えば、通信部 1 2 3 5 は、 レコーダ制御部 1 2

2 6 により制御され、チューナ （図示せず）と通信 し、主にチューナに対 し

て選局制御信号を出力する。

[0380] 復調部 1 2 2 2 は、チューナより供給された信号を、復調 し、デマルチプ

レクサ 1 2 2 3 に出力する。デマルチプレクサ 1 2 2 3 は、復調部 1 2 2 2

より供給されたデータを、オーデ ィオデータ、 ビデオデータ、およびEPGデ一

夕に分離 し、それぞれ、オーデ ィオデコーダ 1 2 2 4 、 ビデオデコーダ 1 2

2 5 、 または レコーダ制御部 1 2 2 6 に出力する。

[0381 ] オーデ ィオデコーダ 1 2 2 4 は、入力されたオーデ ィオデータをデコー ド



し、 記 録 再 生部 1 2 3 3 に 出 力 す る。 ビデ オ デ コー ダ 1 2 2 5 は、 入 力 され

た ビデ オ デ ー タ をデ コー ドし、 デ ィス プ レイ コ ンバ ー タ 1 2 3 0 に 出 力 す る

。 レコー ダ制 御 部 1 2 2 6 は、 入 力 され た EPGデ ー タ を EPGデ ー タ メ モ リ 1 2

2 7 に供 給 し、 記 憶 させ る。

[0382] デ ィス プ レイ コ ンバ ー タ 1 2 3 0 は、 ビデ オ デ コー ダ 1 2 2 5 また は レコ

- ダ制 御 部 1 2 2 6 よ り供 給 され た ビデ オ デ ー タ を、 ビデ オ エ ン コー ダ 1 2

4 1 に よ り、 例 え ば NTSC (Nat i ona l Te Lev i s i on Standards Comm i ttee) 方 式

の ビデ オ デ ー タ にエ ン コー ドし、 記 録 再 生部 1 2 3 3 に 出 力 す る。 また、 デ

イス プ レイ コ ンバ ー タ 1 2 3 0 は、 ビデ オ デ コー ダ 1 2 2 5 また は レコー ダ

制 御 部 1 2 2 6 よ り供 給 され る ビデ オ デ ー タの画 面 の サ イ ズ を、 モ ニ タ 1 2

6 0 の サ イ ズ に対 応 す るサ イ ズ に変 換 し、 ビデ オ エ ン コー ダ 1 2 4 に よ つ

て NTSC方 式 の ビデ オ デ ー タ に変 換 し、 アナ ロ グ信 号 に変 換 し、 デ ィス プ レイ

制 御 部 1 2 3 2 に 出 力 す る。

[0383] デ ィス プ レイ制 御 部 1 2 3 2 は、 レコー ダ制 御 部 1 2 2 6 の制 御 の も と、 0

SD (On Screen D i s p lay) 制 御 部 1 2 3 が 出 力 した 0SD信 号 を、 デ ィス プ レ

ィ コ ンバ ー タ 1 2 3 0 よ り入 力 され た ビデ オ信 号 に重 畳 し、 モ ニ タ 1 2 6 0

の デ ィス プ レイ に 出力 し、 表 示 させ る。

[0384] モ ニ タ 1 2 6 0 に は また、 オ ー デ ィオ デ コー ダ 1 2 2 4 が 出 力 した オ ー デ

ィ才 デ ー タが、 D/A コ ンバ ー タ 1 2 3 4 に よ りアナ ロ グ信 号 に変 換 され て供 給

され て い る。 モ ニ タ 1 2 6 0 は、 この オ ー デ ィオ信 号 を 内蔵 す る ス ピー カか

ら出力 す る。

[0385] 記 録 再 生部 1 2 3 3 は、 ビデ オ デ 一 タゃ 才 一 デ ィ才 デ 一 タ等 を記 録 す る記

憶 媒 体 と して ハ 一 ドデ ィス ク を有 す る。

[0386] 記 録 再 生部 1 2 3 3 は、 例 え ば、 オ ー デ ィオ デ コー ダ 1 2 2 4 よ り供 給 さ

れ る才 一 デ ィ才 デ ー タ を、 エ ン コー ダ 1 2 5 1 に よ りエ ン コー ドす る。 また

、 記 録 再 生部 1 2 3 3 は、 デ ィス プ レイ コ ンバ ー タ 1 2 3 0 の ビデ オ ェ ン コ

— ダ 1 2 4 よ り供 給 され る ビデ オ デ ー タ を、 エ ン コー ダ 1 2 5 1 に よ りェ

ン コー ドす る。 記 録 再 生部 1 2 3 3 は、 そ の オ ー デ ィオ デ ー タの符 号 化 デ 一



タとビデオデ一タの符号化デ一夕とをマルチプレクサにより合成する。記録

再生部 1 2 3 3 は、その合成データをチャネルコーディングして増幅 し、そ

のデータを、記録へッドを介 してハー ドディスクに書き込む。

[0387] 記録再生部 1 2 3 3 は、再生ヘッドを介 してハー ドディスクに記録されて

いるデータを再生 し、増幅 し、デマルチプレクサによりオーディオデータと

ビデオデータに分離する。記録再生部 1 2 3 3 は、デコーダ 1 2 5 2 により

オーディオデータおよびビデオデータをデコー ドする。記録再生部 1 2 3 3

は、復号 したオーディオデータをD/A変換 し、モニタ 1 2 6 0 のスピーカに出

力する。また、記録再生部 1 2 3 3 は、復号 したビデオデータをD/A変換 し、

モニタ 1 2 6 0 のディスプレイに出力する。

[0388] レコーダ制御部 1 2 2 6 は、受信部 1 2 2 1 を介 して受信されるリモー ト

コン 卜ローラからの赤外線信号により示されるユーザ指示に基づいて、EPGデ

—タメモリ1 2 2 7 から最新のEPGデータを読み出し、それを0SD制御部 1 2

3 に供給する。0SD制御部 1 2 3 1 は、入力されたEPGデータに対応する画

像データを発生 し、ディスプレイ制御部 1 2 3 2 に出力する。ディスプレイ

制御部 1 2 3 2 は、0SD制御部 1 2 3 より入力されたビデオデータをモニタ

1 6 0 のディスプレイに出力 し、表示させる。これにより、モニタ 1 2 6

0 のディスプレイには、EPG (電子番組ガイ ド）が表示される。

[0389] また、ハー ドディスクレコーダ 1 2 0 0 は、インタ一ネット等のネットヮ

—クを介 して他の装置から供給されるビデオデータ、オーディオデータ、ま

たはEPGデ一タ等の各種デ一タを取得することができる。

[0390] 通信部 1 2 3 5 は、 レコーダ制御部 1 2 2 6 に制御され、ネットワークを

介 して他の装置から送信されるビデオデータ、才一ディ才デ一タ、およびEPG

データ等の符号化データを取得 し、それをレコーダ制御部 1 2 2 6 に供給す

る。 レコーダ制御部 1 2 2 6 は、例えば、取得 したビデオデータゃ才一ディ

才データの符号化データを記録再生部 1 2 3 3 に供給 し、ハー ドディスクに

記憶させる。このとき、 レコーダ制御部 1 2 2 6 および記録再生部 1 2 3 3

が、必要に応 じて再ェンコ一 ド等の処理を行うようにしてもよい。



[0391 ] また、 レコ一ダ制御部 1 2 2 6 は、取得 した ビデオデータゃ才一デ ィ才デ

—夕の符号化データを復号 し、得 られるビデオデータをデ ィスプレイコンパ

—タ 1 2 3 0 に供給する。デ ィスプレイコンバータ 1 2 3 0 は、 ビデオデコ

—ダ 1 2 2 5 か ら供給 されるビデオデータと同様 に、 レコーダ制御部 1 2 2

6 か ら供給 されるビデオデータを処理 し、デ ィスプレイ制御部 1 2 3 2 を介

してモニタ 1 2 6 0 に供給 し、その画像 を表示させる。

[0392] また、 この画像表示に合わせて、 レコーダ制御部 1 2 2 6 が、復号 した才

—デ ィ才データを、D/A コンバータ 1 2 3 4 を介 してモニタ 1 2 6 0 に供給 し

、その音声をス ピーカか ら出力させるように してもよい。

[0393] さ らに、 レコーダ制御部 1 2 2 6 は、取得 したEPGデータの符号化データを

復号 し、復号 したEPGデータをEPGデ一タメモ リ 1 2 2 7 に供給する。

[0394] 以上のようなハー ドデ ィスクレコーダ 1 2 0 0 は、 ビデオデコーダ 1 2 2

5 、デコーダ 1 2 5 2 、 および レコーダ制御部 1 2 2 6 に内蔵されるデコ一

ダと して画像復号装置 2 0 0 を用いる。つまり、 ビデオデコーダ 1 2 2 5 、

デコーダ 1 2 5 2 、 および レコーダ制御部 1 2 2 6 に内蔵されるデコーダは

、画像復号装置 2 0 0 の場合 と同様 に、長方形動 きパーテ ィシ ョンのスキッ

プモ一 ドゃダイ レク トモ一 ドを検出 し、それぞれのモ一 ドで復号処理 を行 う

ことができる。 したがって、 ビデオデコーダ 1 2 2 5 、デコーダ 1 2 5 2 、

および レコーダ制御部 1 2 2 6 に内蔵されるデコーダは、長方形動 きパ一テ

イシ ョンに対 してスキップモ一 ドゃダイ レク トモ一 ドを適用 したコ一 ドス 卜

リームを正 しく復号することができ、符号化効率 を向上させることができる

[0395] したがって、ハー ドデ ィスクレコーダ 1 2 0 0 は、例えば、チューナや通

信部 1 2 3 5 が受信するビデオデータ （符号化データ）や、記録再生部 1 2

3 3 が再生するビデオデータ （符号化データ）が、長方形動 きパーテ ィシ ョ

ンに対 してスキップモ一 ドゃダイ レク トモ一 ドを適用 して符号化されている

場合であっても、 コ一 ドス トリ一厶を正 しく復号することができ、符号化効

率 を向上させることができる。



[0396] また、 ハ ー ドデ ィス ク レコー ダ 1 2 0 0 は、 エ ンコー ダ 1 2 5 1 と して画

像 符号化装 置 1 0 0 を用 い る。 したが って、 エ ンコー ダ 1 2 5 1 は、 画像 符

号化装 置 1 0 0 の場合 と同様 に、 長方形 動 きパ ーテ ィシ ョンに対 して もスキ

ップモ一 ドゃ ダイ レク トモ一 ドを適 用 し、候補 モ一 ドの 1 つ と して動 きべ ク

トル情報 を算 出 し、 コス ト関数 を評価 す る。 したが って、 エ ンコー ダ 1 2 5

は、 よ り大 きな領 域 にスキ ップモ一 ドゃ ダイ レク トモ一 ドを適 用 させ る こ

とがで き、 符号化効率 を向上 させ る ことがで きる。

[0397] したが って、 ハ ー ドデ ィス ク レコー ダ 1 2 0 0 は、例 えば、 ハ ー ドデ イス

クに記録 す る符号化 デ ー タを生成 す る際 に、 記録 す る画像 デ ー タの長方形 動

きパ ーテ ィシ ョンに対 して スキ ップモ一 ドゃ ダイ レク トモ一 ドを適 用 し、 符

号化 す る ことがで き、 符号化効率 を向上 させ る ことがで きる。

[0398] な お、 以上 において は、 ビデオデ ー タやオ ーデ ィオデ ー タをハ ー ドデ イス

クに記録 す るハ ー ドデ ィス ク レコー ダ 1 2 0 0 につ いて説 明 したが、 もち ろ

ん、 記録 媒体 は どの よ うな ものであ って もよい。例 えば フラ ッシ ュメモ リ、

光 デ ィス ク、 また は ビデオテ ー プ等、 ハ ー ドデ ィス ク以外 の記録 媒体 を適 用

す る レコー ダであ って も、 上述 したハ ー ドデ ィス ク レコー ダ 1 2 0 0 の場合

と同様 に、 画像 符号化装 置 1 0 0 お よび画像復 号装 置 2 0 0 を適 用 す る こと

がで きる。

[0399] < 7 . 第 7 の実施 の形 態 >

[ カ メラ ]

図 2 6 は、 画像 符号化装 置 1 0 0 お よび画像復 号装 置 2 0 0 を用 い るカメ

ラの主 な構成例 を示 す プ ロ ック図であ る。

[0400] 図 2 6 に示 され るカメラ 1 3 0 0 は、被 写体 を撮像 し、被 写体 の画像 を LCD

1 3 1 6 に表 示 させ た り、 それ を画像 デ ー タ と して、 記録 メデ ィア 1 3 3 3

に記録 した りす る。

[0401 ] レンズ プ ロ ック 1 3 1 1 は、 光 （すなわ ち、被 写体 の映像 ） を、 CCD/CMOS

3 2 に入射 させ る。 CCD/CMOS 1 3 1 2 は、 CCDまた はCMOSを用 いた ィ メ一

ジセ ンサ であ り、 受光 した光 の強度 を電気信 号 に変換 し、 カメラ信 号処理部



3 3 に供 給 す る。

[0402] カ メ ラ信 号 処 理 部 1 3 1 3 は、 CCD/CMOS 1 3 2 か ら供 給 され た 電 気 信 号

を、 丫， C r ， C b の 色 差 信 号 に変 換 し、 画 像 信 号 処 理 部 1 3 4 に供 給 す

る。 画 像 信 号 処 理 部 1 3 1 4 は、 コ ン トロー ラ 1 3 2 1 の制 御 の 下 、 カ メ ラ

信 号 処 理 部 1 3 3 か ら供 給 され た 画 像 信 号 に対 して 所 定 の 画 像 処 理 を施 し

た り、 そ の 画 像 信 号 を エ ン コー ダ 1 3 4 で 符 号 化 した りす る。 画 像 信 号 処

理 部 1 3 1 4 は、 画 像 信 号 を符 号 化 して 生 成 した 符 号 化 デ ー タ を、 デ コー ダ

3 5 に供 給 す る。 さ らに、 画 像 信 号 処 理 部 1 3 1 4 は、 オ ンス ク リー ン

デ ィス プ レイ （0SD) 1 3 2 0 に お い て 生 成 され た表 示 用 デ ー タ を取 得 し、 そ

れ をデ コー ダ 1 3 5 に供 給 す る。

[0403] 以 上 の 処 理 に お い て、 カ メ ラ信 号 処 理 部 1 3 1 3 は、 バ ス 1 3 7 を介 し

て接 続 され るDRAM (Dynam i c Random Access Memory) 1 3 1 8 を適 宜 利 用 し

、 必 要 に応 じて 画 像 デ ー タや 、 そ の 画 像 デ ー タ が 符 号 化 され た 符 号 化 デ ー タ

等 を そ の DRAM 1 3 8 に保 持 させ る。

[0404] デ コー ダ 1 3 5 は、 画 像 信 号 処 理 部 1 3 4 か ら供 給 され た 符 号 化 デ 一

タ を復 号 し、 得 られ た 画 像 デ ー タ （復 号 画 像 デ ー タ） を LCD 1 3 6 に供 給 す

る。 また、 デ コー ダ 1 3 1 5 は、 画 像 信 号 処 理 部 1 3 4 か ら供 給 され た表

示 用 デ ー タ を LCD 1 3 6 に供 給 す る。 LCD 1 3 1 6 は、 デ コー ダ 1 3 1 5 か

ら供 給 され た復 号 画 像 デ ー タ の 画 像 と表 示 用 デ ー タ の 画 像 を適 宜 合 成 し、 そ

の 合 成 画 像 を表 示 す る。

[0405] オ ンス ク リー ンデ ィス プ レイ 1 3 2 0 は、 コ ン トロー ラ 1 3 2 1 の制 御 の

下 、 記 号 、 文 字 、 また は 図形 か らな る メ ニ ュー 画 面 や ア イ コ ンな どの表 示 用

デ ー タ を、 バ ス 1 3 7 を介 して 画 像 信 号 処 理 部 1 3 4 に 出 力 す る。

[0406] コ ン 卜ロー ラ 1 3 2 1 は、 ユ ー ザ が操 作 部 1 3 2 2 を用 い て 指 令 した 内容

を示 す信 号 に基 づ い て、 各 種 処 理 を実 行 す る と と も に、 バ ス 1 3 1 7 を介 し

て 、 画 像 信 号 処 理 部 1 3 1 4 、 DRAM 3 1 8 、 外 部 イ ン タ フ ェ ー ス 1 3 9

、 オ ンス ク リー ンデ ィス プ レイ 1 3 2 0 、 お よび メデ ィア ドラ イ ブ 1 3 2 3

等 を制 御 す る。 FLASH ROM 1 3 2 4 に は、 コ ン トロー ラ 1 3 2 1 が 各 種 処 理 を



実 行 す る上 で必 要 な プ ログラムや デ ー タ等 が格 納 され る。

[0407] 例 え ば、 コ ン トロー ラ 1 3 2 1 は、 画像 信 号 処理 部 1 3 4 や デ コー ダ 1

3 5 に代 わ って、 DRAM 1 3 8 に記憶 され て い る画像 デ ー タ を符 号 化 した

り、 DRAM 1 3 8 に記憶 され て い る符 号 化 デ ー タ を復 号 した りす る こ とが で

きる。 この と き、 コ ン トロー ラ 1 3 2 1 は、 画像 信 号 処理 部 1 3 4 ゃ デ コ

ー ダ 1 3 1 5 の符 号 化 復 号 方 式 と同様 の方 式 に よ って符 号 化 復 号 処理 を

行 うよ うに して も よい し、 画像 信 号 処理 部 1 3 4 や デ コー ダ 1 3 5 が対

応 して いな い方 式 に よ り符 号 化 復 号 処理 を行 うよ うに して も よい。

[0408] また、 例 え ば、 操 作部 1 3 2 2 か ら画像 印刷 の 開始 が指 示 され た場 合、 コ

ン 卜ロー ラ 1 3 2 1 は、 DRAM 3 8 か ら画像 デ ー タ を読 み 出 し、 それ を、

バ ス 1 3 1 7 を介 して外部 ィ ンタ フ エー ス 1 3 9 に接 続 され る プ リンタ 1

3 3 4 に供 給 して 印刷 させ る。

[0409] さ らに、 例 え ば、 操 作部 1 3 2 2 か ら画像 記録 が指 示 され た場 合、 コ ン ト

ロー ラ 1 3 2 1 は、 DRAM 1 3 8 か ら符 号 化 デ ー タ を読 み 出 し、 それ を、 バ

ス 1 3 1 7 を介 して メデ ィァ ドライ プ 1 3 2 3 に装 着 され る記録 メデ ィァ 1

3 3 3 に供 給 して記憶 させ る。

[041 0 ] 記録 メデ ィァ 1 3 3 3 は、 例 え ば、磁 気 デ ィス ク、 光磁 気 デ ィス ク、 光 デ

イス ク、 また は半導 体 メモ リ等 の、 読 み書 き可 能 な任 意 の リム 一バ ブル メデ

ィァで あ る。 記録 メデ ィア 1 3 3 3 は、 もち ろん、 リム 一バ ブル メデ ィア と

して の種 類 も任 意 で あ り、 テ ー プデバ イ スで あ って も よい し、 デ ィス クで あ

つて も よい し、 メモ リカー ドで あ って も よい。 もち ろん、 非 接 触 I Cカー ド等

で あ って も良 い。

[041 1 また、 メデ ィア ドライ ブ 1 3 2 3 と記録 メデ ィア 1 3 3 3 を一体 化 し、 例

え ば、 内蔵 型 ハ ー ドデ ィス ク ドライ ブや SSD (So L i d State D i ve) 等 の よ う

に、 非 可搬 性 の記憶 媒 体 に よ り構 成 され る よ うに して も よい。

[041 2 ] 外部 イ ン タ フ ェ ー ス 1 3 9 は、 例 え ば、 USB入 出力端 子 な どで構 成 され、

画像 の 印刷 を行 う場 合 に、 プ リンタ 1 3 3 4 と接 続 され る。 また、 外部 イ ン

タ フ エー ス 1 3 9 には、 必 要 に応 じて ドライ ブ 1 3 3 1 が接 続 され、磁 気



デ ィス ク、 光 デ ィス ク、 あ る い は光 磁 気 デ ィス クな どの リム 一 バ ブル メデ ィ

ァ 1 3 3 2 が 適 宜 装 着 され 、 そ れ らか ら読 み 出 され た コ ン ピュー タ プ ロ ダ ラ

厶 が、 必 要 に応 じて、 FLASH ROM 3 2 4 に イ ンス ト一 ル され る。

[041 3 ] さ らに、 外 部 イ ン タ フ ェー ス 1 3 1 9 は、 LANや イ ン タ 一 ネ ッ ト等 の 所 定 の

ネ ッ 卜ワー ク に接 続 され る ネ ッ 卜ワー ク イ ン タ フ ェー ス を有 す る。 コ ン ト口

— ラ 1 3 2 1 は、 例 え ば、 操 作 部 1 3 2 2 か らの 指 示 に従 って、 DRAM 1 3

8 か ら符 号 化 デ ー タ を読 み 出 し、 そ れ を外 部 イ ン タ フ エ一 ス 1 3 1 9 か ら、

ネ ッ 卜ワー ク を介 して接 続 され る他 の装 置 に供 給 させ る こ とが で き る。 また

、 コ ン トロー ラ 1 3 2 1 は、 ネ ッ トワー ク を介 して他 の装 置 か ら供 給 され る

符 号 化 デ ー タや 画 像 デ ー タ を、 外 部 イ ン タ フ エ一 ス 1 3 9 を介 して 取 得 し

、 そ れ を DRAM 1 3 8 に保 持 させ た り、 画 像 信 号 処 理 部 1 3 4 に供 給 した

りす る こ とが で き る。

[0414] 以 上 の よ うな カ メ ラ 1 3 0 0 は、 デ コー ダ 1 3 1 5 と して 画 像 復 号 装 置 2

0 0 を用 い る。 つ ま り、 デ コー ダ 1 3 1 5 は、 画 像 復 号 装 置 2 0 0 の 場 合 と

同様 に、 長 方 形 動 きパ ー テ ィ シ ョ ン の ス キ ッ プ モ 一 ドゃ ダ イ レ ク トモ 一 ドを

検 出 し、 そ れ ぞ れ の モ ー ドで復 号 処 理 を行 う こ とが で き る。 した が って、 デ

コー ダ 1 3 1 5 は、 長 方 形 動 きパ ー テ ィシ ョン に対 して ス キ ッ プ モ ー ドゃ ダ

ィ レク トモ 一 ドを適 用 した コ一 ドス 卜リー ム を正 し く復 号 す る こ とが で き、

符 号 化 効 率 を 向 上 させ る こ とが で き る。

[041 5 ] した が って、 カ メ ラ 1 3 0 0 は、 例 え ば、 CCD/CM0S 1 3 2 に お い て 生 成

され る画 像 デ ー タや 、 DRAM 1 3 8 また は記 録 メデ ィア 1 3 3 3 か ら読 み 出

す ビデ オ デ ー タ の 符 号 化 デ ー タや 、 ネ ッ 卜ワー ク を介 して 取 得 す る ビデ オ デ

- タ の 符 号 化 デ 一 タ が、 長 方 形 動 きパ ー テ ィシ ョン に対 して ス キ ッ プ モ ー ド

や ダ イ レク トモ 一 ドを適 用 して 符 号 化 され て い る場 合 で あ って も、 コ 一 ドス

卜リー ム を正 し く復 号 す る こ とが で き、 符 号 化 効 率 を 向 上 させ る こ とが で き

る。

[041 6 ] また、 カ メ ラ 1 3 0 0 は、 エ ン コー ダ 1 3 4 1 と して 画 像 符 号 化 装 置 1 0

0 を用 い る。 エ ン コー ダ 1 3 4 1 は、 画 像 符 号 化 装 置 1 0 0 の 場 合 と同様 に



、 長方形 動 きパ ーテ ィシ ョンに対 して もスキ ップモ一 ドゃ ダイ レク トモ一 ド

を適 用 し、候補 モー ドの 1 つ と して動 きベ ク トル情報 を算 出 し、 コス ト関数

を評価 す る。 したが って、 エ ンコー ダ 1 3 4 1 は、 よ り大 きな領 域 にスキ ッ

プモー ドや ダイ レク 卜モー ドを適 用 させ る ことがで き、 符号化効率 を向上 さ

せ る ことがで きる。

[041 7 ] したが って、 カメラ 1 3 0 0 は、例 えば、 DRAM 1 3 8 や記録 メデ ィア 1

3 3 3 に記録 す る符号化 デ ー タや、他 の装 置 に提供 す る符号化 デ ー タを生成

す る際 に、 記録 また は提供 す る画像 デ ー タの長方形 動 きパ ーテ ィシ ョンに対

して スキ ップモ一 ドゃ ダイ レク トモ一 ドを適 用 し、 符号化 す る ことがで き、

符号化効率 を向上 させ る ことがで きる。

[041 8 ] な お、 コ ン トロー ラ 1 3 2 1 が行 う復 号処理 に画像復 号装 置 2 0 0 の復 号

方法 を適 用 す るよ うに して もよい。 同様 に、 コ ン トロー ラ 1 3 2 1 が行 う符

号化処理 に画像 符号化装 置 1 0 0 の符号化方法 を適 用 す るよ うに して もよい

[041 9 ] また、 カメラ 1 3 0 0 が撮像 す る画像 デ ー タは動画像 であ って もよい し、

静 止画像 であ って もよい。

[0420] もち ろん、 画像 符号化装 置 1 0 0 お よび画像復 号装 置 2 0 0 は、 上述 した

装 置以外 の装 置 や システ ム にも適 用可能 であ る。

[0421 ] 本技術 は、例 えば、 MPEG, H. 26x 等 の様 に、離散 コサ イ ン変換 等 の直交変換

と動 き補償 によ って圧縮 され た画像情報 （ビッ トス トリーム） を、衛 星放 送

、 ケ一 プル T V 、 イ ンタ一 ネ ッ ト、携 帯 電話 な どの ネ ッ トワー クメデ ィアを

介 して受信 す る際 に、 若 しくは光、磁 気デ ィス ク、 フラ ッシ ュメモ リの よ う

な記憶 メデ ィァ上 で処理 す る際 に用 い られ る画像 符号化装 置 や画像復 号装 置

に適 用 す る ことがで きる。

[0422] な お、 本技術 は以 下 の よ うな構成 も取 る ことがで きる。

( ) 符 号 化 す る画像 の、非 正方形 の、 動 き予測 補償 の処理 単位 とす

る部 分領 域 であ る動 きパ ーテ ィシ ョンに対 して、既 に生成 され て い る周辺 の

動 きパ 一テ ィシ ョンの動 きべ ク トル を用 いて動 きべ ク トル を生成 す る、 生成



した前記動 きべ ク トル を復号側 に伝送する必要がない予測 モ ー ドで動 き予測

補償 を行 う動 き予測 補償部 と、

前記動 き予測 補償部 による動 き予測 補償 によ り生成 された予測画像 と

、前記画像 との差分情報 を符号化する符号化部 と

を備 える画像処理装置。

( 2 ) 前記動 き予測 補償部が前記非正方形の動 きパー テ ィシ ョンに対

して動 き予測 補償 を行 う場合、前記予測 モ ー ドで動 き予測 補償 を行 った

か否かを示すフラグ情報 を生成するフラグ生成部 をさ らに備 える

前記 （1 ) に記載の画像処理装置。

( 3 ) 前記 フラグ生成部 は、前記動 き予測 補償部が前記非正方形の動

きパー テ ィシ ョンに対 して前記予測 モ ー ドで動 き予測 補償 を行 う場合、前

記 フラグ情報の値 を 1 と し、 前記予測 モ 一 ド以外のモ 一 ドで動 き予測 補償

を行 う場合、前記 フラグ情報値 を 0 とする

前記 （2 ) に記載の画像処理装置。

( 4 ) 前記符号化部 は、前記 フラグ生成部 によ り生成 された前記 フラグ

情報 を、前記差分情報 とともに符号化する

前記 （2 ) または （3 ) に記載の画像処理装置。

( 5 ) 前記動 きパーテ ィシ ョンは、所定のサイズよ り大 きな、前記画像

の符号化処理単位 とする部分領域であるマクロプロックを複数 に分割する非

正方形のサ プマクロプロックである

前記 （1 ) 乃至 （4 ) のいずれかに記載の画像処理装置。

( 6 ) 前記所定のサイズは 1 6 X 1 6 画素である

前記 （5 ) に記載の画像処理装置。

( 7 ) 前記サ ブマクロプロックは、長方形である

前記 （5 ) または （6 ) に記載の画像処理装置。

( 8 ) 前記サ プマクロプロックは、前記マクロプロックを 2 分割する領

域である

前記 （5 ) 乃至 （7 ) のいずれかに記載の画像処理装置。



( 9 ) 前記サ プマクロプロックは、前記マクロプロックを非対称 に 2 分

割する領域である

前記 （8 ) に記載の画像処理装置。

( 1 0 ) 前記サ プマクロプロックは、前記マクロプロックを斜め方向に

2 分割する領域である

前記 （8 ) に記載の画像処理装置。

( 1 1 ) 画像処理装置の画像処理方法であ って、

動 き予測 補償部が、符号化する画像の、非正方形の、動 き予測 ' 補償 の

処理単位 とする部分領域である動 きパーテ ィシ ョンに対 して、既 に生成 され

ている周辺の動 きパーテ ィシ ョンの動 きべ ク トル を用いて動 きべ ク トル を生

成 し、生成 した動 きべ ク トル を復号側 に伝送する必要がない予測 モ ー ドで動

き予測 補償 を行い、

符号化部が、前記動 き予測 補償 によ り生成 された予測画像 と、前記画像

との差分情報 を符号化する

画像処理方法。

( ) 符号化する画像の、非正方形の、動 き予測 補償の処理単位 と

する部分領域である動 きパーテ ィシ ョンに対 して、既 に生成 されている周辺

の動 きパーテ ィシ ョンの動 きべ ク トル を用いて動 きべ ク トル を生成する、生

成 した前記動 きべ ク トル を復号側 に伝送する必要がない予測 モ ー ドで動 き予

測 補償が行われ、生成 された予測画像 と、前記画像 との差分情報が符号化

された コ一 ドス 卜リ一厶を復号する復号部 と、

前記非正方形の動 きパーテ ィシ ョンに対 して、前記予測 モ ー ドで動 き予測

補償 を行い、前記復号部 によ り前記 コ一 ドス 卜リームが復号 されて得 られ

た前記周辺の動 きパーテ ィシ ョンの動 きべ ク トル情報 を用いて前記動 きべ ク

トル を生成 し、前記予測画像 を生成する動 き予測 補償部 と、

前記復号部 によ り前記 コ一 ドス 卜リ一厶が復号 されて得 られた差分情報 と

、前記動 き予測 補償部 によ り生成 された前記予測画像 を加算 して復号画像

を生成する生成部 と



を備 える画像処理装置。

( 3 ) 前記動 き予測 補償部 は、前記復号部 によ り復号 された、前記

予測モ一 ドで動 き予測 補償が行われたか否かを示すフラグ情報 によ り、前

記非正方形の動 きパーテ ィシ ョンが前記予測モ一 ドで動 き予測 補償 されて

いることが示 されている場合、前記非正方形の動 きパーテ ィシ ョンを、前記

予測モー ドで動 き予測 補償する

前記 （1 2 ) に記載の画像処理装置。

( 1 4 ) 前記動 きパーテ ィシ ョンは、所定のサイズよ り大 きな、前記画

像の符号化処理単位 とする部分領域であるマクロプロックを複数 に分割する

非正方形のサ プマクロプロックである

前記 （1 2 ) または （1 3 ) に記載の画像処理装置。

( 1 5 ) 前記所定のサイズは 1 6 X 1 6 画素である

前記 （1 4 ) に記載の画像処理装置。

( 1 6 ) 前記サ プマクロプロックは、長方形である

前記 （1 4 ) または （1 5 ) に記載の画像処理装置。

( 1 7 ) 前記サ ブマクロプロックは、前記マクロプロックを 2 分割する

領域である

前記 （1 4 ) 乃至 （1 7 ) のいずれかに記載の画像処理装置。

( 1 8 ) 前記サ ブマクロプロックは、前記マクロプロックを非対称 に 2

分割する領域である

前記 （1 7 ) に記載の画像処理装置。

( 9 ) 前記サ プマクロプロックは、前記マクロプロックを斜め方向に

2 分割する領域である

前記 （1 7 ) に記載の画像処理装置。

( 2 0 ) 画像処理装置の画像処理方法であ つて、

復号部が、符号化する画像の、非正方形の、動 き予測 補償の処理単位 と

する部分領域である動 きパーテ ィシ ョンに対 して、既 に生成 されている周辺

の動 きパーテ ィシ ョンの動 きべ ク トル を用いて動 きべ ク トル を生成する、生



成 した前記動 きべ ク トル を復号側 に伝送する必要がない予測モー ドで動 き予

測 補償が行われ、生成 された予測画像 と、前記画像 との差分情報が符号化

されたコ一 ドス 卜リ一厶を復号 し、

動 き予測 補償部が、前記非正方形の動 きパー テ ィシ ョンに対 して、前記

予測モ一 ドで動 き予測 補償 を行い、前記 コ一 ドス 卜リームが復号 されて得

られた前記周辺の動 きパーテ ィシ ョンの動 きべ ク トル情報 を用いて前記動 き

ベ ク トル を生成 し、前記予測画像 を生成 し、

生成部が、前記 コー ドス トリームが復号 されて得 られた差分情報 と、生成

された前記予測画像 を加算 して復号画像 を生成する

画像処理方法。

符号の説明

0 0 画像符号化装置， 1 1 5 動 き予測 補償部， 1 3 1 コス

卜関数算出部， 1 3 動 き探索部， 1 3 3 正方形 スキ ップ ダイ レ

ク 卜符号化部， 1 3 4 長方形 スキ ップ ダイ レク 卜符号化部， 1 3 5

モ ー ド判定部， 1 3 6 動 き補償部， 1 3 7 動 きベ ク トル バ ッフ ァ

， 1 5 1 動 きベ ク トル取得部， 1 5 2 フラグ生成部， 1 5 3 コ

ス ト関数算出部， 1 7 隣接パー テ ィシ ョン定義部， 1 7 2 動 きべ

ク トル生成部， 2 0 0 画像復号装置， 2 動 き予測 補償部，

2 3 1 動 きベ ク トル バ ッフ ァ， 2 3 2 モ ー ドバ ッフ ァ， 2 3 3 正

方形 スキ ップ ダイ レク ト復号部， 2 3 4 長方形 スキ ップ ダイ レク ト

復号部， 2 3 5 動 き補償部， 2 5 1 隣接パー テ ィシ ョン定義部，

2 5 動 きベ ク トル生成部



請求の範囲

符号化する画像の、非正方形の、動 き予測 補償の処理単位 とする

部分領域である動 きパーテ ィシ ョンに対 して、既 に生成 されている周

辺の動 きパ一テ ィシ ョンの動 きべ ク トル を用いて動 きべ ク トル を生成

する、生成 した前記動 きべ ク トル を復号側 に伝送する必要がない予測

モー ドで動 き予測 補償 を行 う動 き予測 補償部 と、

前記動 き予測 補償部 による動 き予測 補償 によ り生成 された予測

画像 と、前記画像 との差分情報 を符号化する符号化部 と

を備 える画像処理装置。

前記動 き予測 補償部が前記非正方形の動 きパーテ ィシ ョンに対 し

て動 き予測 補償 を行 う場合、前記予測モー ドで動 き予測 補償 を行

つたか否かを示すフラグ情報 を生成するフラグ生成部 をさ らに備 える

請求項 1 に記載の画像処理装置。

前記 フラグ生成部 は、前記動 き予測 補償部が前記非正方形の動 き

パーテ ィシ ョンに対 して前記予測モー ドで動 き予測 補償 を行 う場合

、前記 フラグ情報の値 を 1 と し、前記予測モー ド以外のモー ドで動 き

予測 補償 を行 う場合、前記 フラグ情報値 を 0 とする

請求項 2 に記載の画像処理装置。

前記符号化部 は、前記 フラグ生成部 によ り生成 された前記 フラグ情

報 を、前記差分情報 とともに符号化する

請求項 2 に記載の画像処理装置。

前記動 きパーテ ィシ ョンは、所定のサイズよ り大 きな、前記画像の

符号化処理単位 とする部分領域であるマクロプロックを複数 に分割す

る非正方形のサ プマクロプロックである

請求項 1 に記載の画像処理装置。

前記所定のサイズは 1 6 X 6 画素である

請求項 5 に記載の画像処理装置。

前記サ プマクロプロックは、長方形である



請求項 5 に記載の画像処理装置。

[ 請求項 8 ] 前記サ プマクロプロックは、前記マクロプロックを 2 分割する領域

である

請求項 5 に記載の画像処理装置。

[ 請求項 9 ] 前記サ プマクロプロックは、前記マクロプロックを非対称 に 2 分割

する領域である

請求項 8 に記載の画像処理装置。

[ 請求項 10 ] 前記サ ブマクロプロックは、前記マクロプロックを斜め方向に 2 分

割する領域である

請求項 8 に記載の画像処理装置。

[ 請求項 1 ] 画像処理装置の画像処理方法であ つて、

動 き予測 補償部が、符号化する画像の、非正方形の、動 き予測 -

補償の処理単位 とする部分領域である動 きパーテ ィシ ョンに対 して、

既 に生成 されている周辺の動 きパーテ ィシ ョンの動 きべ ク トル を用い

て動 きべ ク トル を生成 し、生成 した動 きべ ク トル を復号側 に伝送する

必要がない予測モー ドで動 き予測 補償 を行い、

符号化部が、前記動 き予測 補償 によ り生成 された予測画像 と、前

記画像 との差分情報 を符号化する

画像処理方法。

[ 請求項 12 ] 符号化する画像の、非正方形の、動 き予測 補償の処理単位 とする

部分領域である動 きパーテ ィシ ョンに対 して、既 に生成 されている周

辺の動 きパ一テ ィシ ョンの動 きべ ク トル を用いて動 きべ ク トル を生成

する、生成 した前記動 きべ ク トル を復号側 に伝送する必要がない予測

モー ドで動 き予測 補償が行われ、生成 された予測画像 と、前記画像

との差分情報が符号化 されたコ一 ドス 卜リ一厶を復号する復号部 と、

前記非正方形の動 きパーテ ィシ ョンに対 して、前記予測モ一 ドで動

き予測 補償 を行い、前記復号部 によ り前記 コ一 ドス 卜リ一厶が復号

されて得 られた前記周辺の動 きパーテ ィシ ョンの動 きべ ク トル情報 を



用いて前記動 きべ ク トル を生成 し、前記予測画像 を生成する動 き予測

補償部 と、

前記復号部 によ り前記 コ一 ドス 卜リームが復号 されて得 られた差分

情報 と、前記動 き予測 補償部 によ り生成 された前記予測画像 を加算

して復号画像 を生成する生成部 と

を備 える画像処理装置。

[ 請求項 13 ] 前記動 き予測 補償部 は、前記復号部 によ り復号 された、前記予測

モ一 ドで動 き予測 補償が行われたか否かを示すフラグ情報 によ り、

前記非正方形の動 きパーテ ィシ ョンが前記予測モー ドで動 き予測 補

償 されていることが示 されている場合、前記非正方形の動 きパーテ ィ

シ ヨンを、前記予測モー ドで動 き予測 補償する

請求項 1 2 に記載の画像処理装置。

[ 請求項 14] 前記動 きパー テ ィシ ョンは、所定のサイズよ り大 きな、前記画像の

符号化処理単位 とする部分領域であるマクロプロックを複数 に分割す

る非正方形のサ プマクロプロックである

請求項 1 2 に記載の画像処理装置。

[ 請求項 15 ] 前記所定のサイズは 1 6 X 6 画素である

請求項 1 4 に記載の画像処理装置。

[ 請求項 16 ] 前記サ ブマクロプロックは、長方形である

請求項 1 4 に記載の画像処理装置。

[ 請求項 17 ] 前記サ プマクロプロックは、前記マクロプロックを 2 分割する領域

である

請求項 1 4 に記載の画像処理装置。

[ 請求項 18 ] 前記サ プマクロプロックは、前記マクロプロックを非対称 に 2 分割

する領域である

請求項 1 7 に記載の画像処理装置。

[ 請求項 19 ] 前記サ ブマクロプロックは、前記マクロプロックを斜め方向に 2 分

割する領域である



請求項 1 7 に記載の画像処理装置。

[ 請求項 20] 画像処理装置の画像処理方法であ つて、

復号部が、符号化する画像の、非正方形の、動 き予測 補償の処理

単位 とする部分領域である動 きパーテ ィシ ョンに対 して、既 に生成 さ

れている周辺の動 きパーテ ィシ ョンの動 きべ ク トル を用いて動 きべ ク

トル を生成する、生成 した前記動 きべ ク トル を復号側 に伝送する必要

がない予測モー ドで動 き予測 補償が行われ、生成 された予測画像 と

、前記画像 との差分情報が符号化 された コ一 ドス 卜リ一厶を復号 し、

動 き予測 補償部が、前記非正方形の動 きパーテ ィシ ョンに対 して

、前記予測モー ドで動 き予測 補償 を行い、前記 コ一 ドス 卜リ一厶が

復号 されて得 られた前記周辺の動 きパーテ ィシ ョンの動 きべ ク トル情

報 を用いて前記動 きべ ク トル を生成 し、前記予測画像 を生成 し、

生成部が、前記 コ一 ドス 卜リ一厶が復号 されて得 られた差分情報 と

、生成 された前記予測画像 を加算 して復号画像 を生成する

画像処理方法。



補 正 され た請 求 の範 囲
[201 1年 10 月2 7 日(27.10.201 1)国 際 事 務 局 受理 ]

符号化す る画像の、非正方形の、動 き予測 ' 補償 の処理単位 とす る

部 域である動 きパーテ ィシ ョンに対 して、既 に生成 されている周

辺 の動 きパー テ ィ シ ョンの動 きべ ク トル を用いて動 きべ ク トル を生成

す る、生成 した肅 己動 きべ ク トル を復 i ijに す る必要がない予測

モー ドで動 き予測 · 補償 を行 う動 き予測 · 補償部 と、

肅 己動 き予測 · 補償部が肅 己非正方形の動 きパー テ ィ シ ョン に対 し

て動 き予測 · 補償 を行 う場合、肅 己予測モー ドで動 き予測 · 補償 を行

つたか否かを示す フラグ i 報 を生成す るフラグ生成部 と、

肅 己動 き予測 · 補償部 による動 き予測 · 補償 によ り生成 された予測

画像 と、肅 己画像 との 青報 を符号化す る符号化部 と

を備 える画 象処 ¾

肅 己フラグ生成部は、前記動 き予測 . 補償部が肅 己非正方形の動 き

パ ー テ ィ シ ョンに対 して肅 己予測モー ドで動 き予測 · 補償 を行 う齢

、肅 己フラグ i 報の値 を 1 とし、前記予測モー ド以外 のモー ドで動 き

予測 · 補償 を行 う 、肅 己フラグ情報値 を 0 とす る

請求項 1 に記載の画像処職 氍

肅 己符号化部は、肅 己フラグ生成部 によ り生成 された前記 フラグ晴

報 を、肅 己 青報 とともに符号化す る

請求項 1 に記載の画像処職 氍

肅 己動 きパーテ ィシ ョン は 、肅 己画像 の符号化処理単位 とす る部分

領域である所定のサイズ ょ り大きなマ クロブ ロックを複数 に分割す る

非正方形のサブマ クロブ ロックである

請求項 1 に記載の画像処職 氍

己所定のサイズは 1 6 X 1 6 画素である

請求項 5 に記載の画像処職 氍

肅 己サブマ クロブ ロックは、長方形である

補 正 され た用 紙 （条 約 第 19条 ）



請 求 項 5 に記 載 の 画 像 処 職 氍

肅 己サ ブ マ ク ロブ ロ ック は 、 肅 己マ ク ロブ ロ ック を 2 分 割 す る領 域

で あ る

請 求 項 5 に記 載 の 画 像 処 職 氍

肅 己サ ブ マ ク ロブ ロ ック は 、 肅 己マ ク ロブ ロ ック を非 対 称 に 2 分 割

す る領 域 で あ る

請 求 項 8 に記 載 の 画 像 処 職 氍

肅 己サ ブ マ ク ロブ 口 ック は 、 肅 己マ ク ロブ 口 ック を斜 め方 向 に 2 分

割 す る領 域 で あ る

請 求 項 8 に記 載 の 画 像 処 職 氍

画 像 処 ¾ 置 の 画 像 処 去で あ つ て 、

動 き 予 測 ' 補 償 部 が 、 符 号 化 す る画 像 の 、 非 正 方 形 の 、 動 き予 測 -

補 償 の 処 理 単位 とす る部 域 で あ る動 きパ ー テ ィ シ ヨ ン に 対 して 、

既 に生 成 され て い る周 辺 の動 きパ ー テ ィ シ ョン の動 きべ ク トル を用 い

て 動 きべ ク トル を生 成 し、 生 成 した 動 きべ ク トル を復 ί則に す る

必 要 が な い 予 測 モ ー ドで 動 き予 測 · 補 償 を行 い 、

フ ラ グ生 成 部 が 、 前 記 非 正 方 形 の 動 きパ ー テ イ シ ョン に対 して 動 き

予 測 · 補 償 が 行 われ る 、 肅 己予 測 モ ー ドで 動 き予 測 · 補 償 が 行 わ

れ た か 否 か を示 す フ ラ グ 報 を生 成 し、

符 号 化 部 が 、 肅 己動 き予 測 ' 補 償 に よ り生 成 され た 予 測 画 像 と、 前

記 画 像 との 对青報 を符 号 化 す る

画 像 処 去。

符 号 化 す る画 像 の 、 非 正 方 形 の 、 動 き予 測 ' 補 償 の 処 理 単位 とす る

部 域 で あ る動 きパ ー テ ィ シ ョ ン に対 して 、 既 に生 成 され て い る周

辺 の 動 きパ ー テ ィ シ ョ ン の 動 きべ ク トル を用 い て 動 きべ ク トル を生 成

す る、 生 成 した 肅 己動 きべ ク トル を復 i ij に す る必 要 が な い 予 測

モ ー ドで 動 き予 測 . 補 償 が 行 われ 、 生 成 され た 予 測 画 像 と、 肅 己画 像

との 青報 が 符 号 化 され た コ ー ドス トリー ム を復 号 す る復 ¾ と、

補 正 さ れ た 用 紙 （条 約 第 19 条



肅己復 ¾こより復号された、前記予測モードで動き予測·補償が
行われたカ¾ を示すフラグ 報により、肅己非正方形の動きパーテ
イションが肅己予測モードで動き予測·補償されていることが示され

ている 、肅己非正方形の動きパーティションに対して、肅己予測
モードで動き予測·補償を行い、前記復号 により前記コードストリ
一ムが復号されて得られた 己周辺の動きパーティシヨンの動きべク
ト 青報を用レ、て肅己動きべクトルを生成し、肅己予測画像を生成す

る動き予測 補償部と、

肅己復 ¾こより前記コードストリ一ムが復号されて得られた
情報と、肅己動き予測.補償部により生成された肅己予測画像をカロ算

して復号画像を生成する生成部と

を備える画象処 ¾

肅己動きパーテイションは、肅己画像の符号化処理単位とする部分
領域である所定のサイズょり大きなマクロブロックを複数に分割する

非正方形のサブマクロブロックである
請求項1 2に記載の画像処職 氍

己所定のサイズは1 6X 1 6画素である
請求項14に記載の画像処職 氍
肅己サブマクロブロックは、長方形である

請求項14に記載の画像処職 氍
肅己サブマクロブロックは、肅己マクロブロックを2分割する領域

である

請求項14に記載の画像処職 氍
ffff己サブマクロブロックは、ff己マクロブロックを非娥尔に2分割

する領域である
請求項1 7に記載の画像処職 氍
ffff己サブマクロブ口ックは、ff己マクロブ口ックを斜め方向に2分

補正された用紙（条約第19条）



割する領域である

請求項 1 7に記載の画像処職 氍

[請求項20] (補正後） 画像処職 置の画像処 去であって、

復 が、符号化する画像の、非正方形の、動き予測 · 補償の処理

単位 とする部 域である動きパーティションに対して、既に生成さ

れている周辺の動きパー テ ィ シ ョン の動きべク トルを用いて動きべク

トル を生成する、生成 した肅 己動きべク トル を復 ί則に する必要

がない予測モ ー ドで動き予測 · 補償が行われ、生成された予測画像 と

、肅 己画像との 青報が符号化されたコードス トリ一ムを復号し、

動き予測 · 補償部が、復号された、肅 己予測モ ー ドで動き予測 - 補

償が行われたカ¾ を示すフラグ晴報により、肅 己非正方形の動きパ

一ティションが肅 己予測モ ー ドで動き予測 · 補償されていることが示

されている 、肅 己非正方形の動きパー テ ィ シ ョン に対して、前記

予測モ ー ドで動き予測 · 補償を行い、肅 己コ一ドス トリ一ムが復号さ

れて得 られた肅 己周辺の動きパーティションの動きべク トル 報を用

レ、て前記動きべク トル を生成し、前記予測画像を生成 し、

生成部が、肅 己コー ドス トリームが復号されて得られた 青報 と

、生成された肅 己予測画像を加算して復号画像を生成する

画像処 去。

補正された用紙 （条約第19条



条約第19条 （1 ) に基づ く説明

請求項 1 お よび請 求項 1 1 は、符 号化す る画像 の、非正方形 の、動 き予測 · 補

償 の処理 単位 とす る部分領域 で あ る動 きパーテ ィシ ョンに対 して、既 に生成 され

てい る周辺 の動 きパ ーテ ィシ ョンの動 きべ ク トル を用 いて動 きべ ク トル を生成す

る、生成 した動 きべ ク トル を復 号側 に伝 送す る必要 が ない予測 モ ー ドで動 き予

測 · 補償 を行 うこ と、非正方形 の動 きパ ー テ ィ シ ョ ン に対 して動 き予測 · 補償 を

行 う場合 、予測 モ ー ドで動 き予測 · 補償 を行 ったか否 か を示す フラグ情報 を生成

す るこ と、並び に、動 き予測 · 補償 に よ り生成 され た予測 画像 と、画像 との差分

情報 を符 号化す るこ とを明確 に した。

請求項 1 2 お よび請求項 2 0 は、符 号化す る画像 の、非正方形 の、動 き予測 -

補償 の処理 単位 とす る部分領 域 で ある動 きパ ーテ ィシ ョンに対 して、既 に生成 さ

れ てい る周辺 の動 きパ ー テ ィ シ ョ ン の 動 きべ ク トル を用 い て動 きべ ク トル を生成

す る、生成 した動 きべ ク トル を復 号側 に伝 送す る必要 がない予測 モ ー ドで動 き予

測 · 補償 が行 われ 、生成 され た予測画像 と、画像 との差分情報 が符 号化 され た コ

一ドス トリ一ム を復 号す るこ と、復 号 され た、予測 モ ー ドで動 き予測 · 補償 が行

われ たか否 か を示す フラグ情報 に よ り、非正方形 の動 きパ ーテ ィシ ョンが予測 モ

一ドで動 き予測 · 補償 され てい る こ とが示 され てい る場合 、非正方形 の動 きパー

テ イシ ヨンに対 して、予測 モ ー ドで動 き予測 · 補償 を行 い 、 コー ドス ト リー ムが

復 号 され て得 られ た周辺 の動 きパ ーテ ィシ ョンの動 きべ ク トル 情報 を用 いて動 き

ベ ク トル を生成 し、予測 画像 を生成す る こ と、並び に、 コー ドス トリー ムが復 号

され て得 られ た差分情報 と、生成 され た予測 画像 を加 算 して復 号画像 を生成す る

こ とを明確 に した。

本発 明は、例 えば、符 号化効率 を よ り向上 させ るこ とがで き るよ うにす る もの

で ある。
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